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令和３年度 総務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総務部長 

松尾 秀明 

●使命 

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす し

あわせ実感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一

に市民ニーズにこたえる市役所をめざすとともに、市民が安全で

安心できる暮らしを実現するため、行政、市民、地域が一体とな

った取り組みを行い、市民の防災意識、交通安全意識、防犯意識

の向上を図ります。 

●基本方針 

①全体の奉仕者として市民の期待に応える職員を育てます。 

②市民みんなが日頃から災害に備え、いざという時に自らの命、

家族の命をまもることができるように防災意識の高いまちをつ

くります。 

③幼児から高齢者まで一人ひとりが交通安全問題を正しく理解

し、実際に行動できるよう各年代に応じた交通安全教育と啓発

活動を進めます。 

④市の規模にあった中期的な視点での財政運営を行います。 

⑤公共施設の再編を進め、公共施設の総量を計画的に縮減し、将

来の負担を軽減します。 

⑥情報技術を活用し、地域生活の利便性向上、市役所内部の業務

改善に取り組みます。 

⑦市有建築物の品質確保を図り、質の高い建築物の整備を進めま

す。 

所 管 課 
総務課・危機管理課・財政課 

契約管財課・建築営繕室 

 

人  員 

正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

３７人 １２人 ４９人 

一般会計 ３，９６３，７２３ 

千円 

特別会計  

千円 

計 ３，９６３，７２３ 

千円 

（うち人件費） （ ３８８，７９０           千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

職場環境向上への

取組（ハラスメン

ト対策） 

市長部局及び市長部局以外の部局

（任命権者別）との調整並びに事

務分担に係る協議を行い、実施体

制を確保した上で、関係例規等を

整備し、ハラスメントの防止に努

めます。 

7月末までに例規及び指針の

内容を固め、8月中を目途に

任命権者別に相談先等の実

施体制に係る協議調整を行

い、例規等の最終調整を行っ

た上で、10月からの施行を目

指します。また、ハラスメン

トの防止に関する職員研修

（事案に直接対応する職員

向けのもの）を実施し、当該

職員のスキルアップを図り

ます。 

 

例規及び指針の内容

については、細部を

調整する必要はある

ものの、形式的には

完成に近い状況で

す。ただし、任命権者

別に行うこととして

いる相談先等実施体

制に係る協議調整が

未実施のため、例規

等の施行について

は、目標時期より遅

れることとなりま

す。また、ハラスメン

トの防止に関する職

員研修については、

令和4年1月頃実施の

予定としています。 

 

例規及び指針につい

ては、令和4年4月1日

施行を目指し、引き

続き制定作業を進め

ていますが、他の例

規への影響について

関係部署との調整が

必要な状況です。早

急に当該関係部署と

調整し、方針を決定

の上、対応すること

とします。また、任命

権者別の相談体制の

整備に係る調整につ

いては、例規及び指

針制定の決裁後、当

該例規及び指針の内

容を示して実施しま

す。 

 

ハラスメントの防止

に関する職員研修に

ついては、管理職以

上の職員を対象と

し、相談を受ける際

の心構え、相談対応

は実際どのように進

めるのかといった点

に焦点を当て、令和4

年1月27日に実施し、

36人の参加がありま

した。 

 

 

 

例規及び指針につい

ては、令和 4 年 4 月

1日施行、同日職員へ

の周知の準備が整い

ました。また、他の例

規への対応や任命権

者別の相談体制の調

整も終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

防災意識の高いま

ちづくり（自助・

共助・公助の連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民一人ひとりの防災意識の高揚

と自主防災組織の結成促進を図り

ます。 

(1)出前講座を行います。 

(2)防災リーダーを養成します。 

 

自主防災活動を積極的に推進する

認定自主防災組織を増やします。 

 

 

災害時における災害対応能力の向

上を図るため、防災訓練を実施し

ます。 

 

災害時における情報提供体制を強

化するため、令和元年度から引き

続き防災情報伝達システムを整備

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座を20回行います。 

防災リーダー研修会を開催

します。 

 

 

 

市内自主防災組織 187団体 

うち組織認定   60団体 

（令和2年度末    52団体） 

 

南海トラフ地震を想定した

総合防災訓練を実施します。 

 

 

瀬戸内市防災情報伝達シス

テム基本計画に基づき、今年

度に工事を完成し運用を開

始します。 

出前講座      2回 

防災リーダー研修は

11月28日（日）開催を

予定しています。 

 

 

9月末   187団体 

うち組織認定 

 52団体 

 

9月5日に予定してい

ましたが、緊急事態

宣言発令により中止 

 

9月末時点進捗率 

50％ 

出前講座    8回 

11月28日（日）せとう

ち防災リーダー研修

開催（参加者：59名） 

 

 

1月末   187団体 

うち組織認定 

      53団体 

 

同左 

 

 

 

1月末時点進捗率 

80％ 

 

出前講座    9回 

同左 

 

 

 

 

3月末   187団体 

うち組織認定 

      55団体 

 

同左 

 

 

 

3月末に完了しまし

た。（令和4年度から

運用を開始） 

 

新型コロナウイルス感染症対策として、市民を対象とした事業は中止

や延期したものがあります。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

交通安全教育・教

室及び啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい交通ルールとマナーを理解

し、安全な行動がとれるよう幼児

期からの交通安全教育を行いま

す。 

 

交通事故防止を図るため、警察署、

交通安全推進団体、交通安全ボラ

ンティア等と連携し交通安全教室

や啓発活動を実施します。 

 

市内人身事故発生件数の減少を目

指します。 

 

高齢ドライバーのペダル踏み間違

いによる交通事故防止や事故時の

被害を軽減するため、ペダル踏み

間違い急発進等抑制装置（安全運

転支援装置）の設置を推進します。 

交通安全教室を開催します。 

          24回 

（保育園・幼稚園・こども園） 

 

 

交通安全教室を開催します。  

2回（高齢者・一般） 

交通安全啓発        12回 

（春・秋交通安全運動） 

 

令和3年 50件以内 

（令和2年1月～12月  59件） 

 

設置費補助金申請件数 

 10件 

 

 

安全教室      6回 

 

 

 

 

高齢者教室     1回 

 

交通安全啓発 11回 

 

 

1月～9月まで 35件 

 

 

補助金申請件数 2件 

 

 

 

安全教室     13回 

 

 

 

 

同左 

 

同左 

 

 

1月～12月まで 52件 

 

 

補助金申請件数 4件 

安全教室     13回 

 

 

 

 

同左 

 

同左 

 

 

1月～12月まで 52件 

 

 

補助金申請件数 7件 

4 

分任制度での質の

高い公共施設の供

給 

事業原課より建築営繕室が予算の

配当替えを受けて、委託及び工事

の発注、契約、協議、設計変更、完

成検査まで一括して行い、市有建

築物の品質確保を図ります。 

適切な監理のもと、設計図書

どおり委託及び工事を実施

して市有建築物の品質確保

を図り、質の高い建築物を整

備します。 

分任を受けた大型物

件である牛窓町公民

館耐震改修工事と長

船分駐所新築工事は

品質確保を図りなが

ら工事監理を進め9

月までに完成させま

した。 

庁舎再編関係の西棟

改修、長船支所新築、

ゆめトピア長船改修

に関する設計業務は

7月までに発注を終

え、年度内完了に向

け作業を進めていま

す。 

分任を受けた庁舎再

編関係の西棟改修、

長船支所新築に関す

る設計業務は10月ま

でに完了させまし

た。引き続き工事発

注に向けて、1月に公

告を開始しました。 

また、ゆめトピア長

船改修に関する設計

業務は年度内完了に

向け作業を進めてい

ます。 

 

適切な監理のもと、

設計図書どおり委託

及び工事を実施して

市有建築物の品質確

保を図りました。 

また、現在進行中の

ものについても、引 

き続き品質確保を図

りながら工事監理を

進めています。 

新型コロナウイルス感染症対策として、市民を対象とした事業は中止

したものがあります。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

長船支所及び周辺

施設整備基本計画

及び基本設計に基

づく事業の推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長船3施設（長船町公民館、長船

支所、長船分駐所）の耐震対策完

了に向け、令和2年度に決定した

方針に基づき事業を進めます。 

 

早期の対策を実現させるた

め、必要な協議・説明を適時

行いながら計画的に事業を

進めます。 

 

主な令和 3 年度実施予定工

事 

・長船分駐所新築工事完了 

・長船支所新築工事着手 

・本庁舎西棟改修工事着手 

長船分駐所は予定通

り9月中に完成しま

した。 

長船支所新築工事、

本庁舎西棟改修工事

については、実施設

計を進めています。 

長船支所新築工事、

本庁舎西棟改修工事

の実施設計が完了

し、12月に工事費予

算の議決を受けまし

た。１月に各工事の

入札公告を行ってい

ます。 

また、ゆめトピア長

船を公民館として利

用するための改修実

施設計を進めていま

す。 

工事等の受注者が決

定し、工事請負契約

について議決を受け

ました。 

4 月工事実施に向け

業者との協議を開始

しました。 

ゆめトピア長船改修

及び長船町公民館付

属棟新築工事の実施

設計業務について予

定どおり完了しまし

た。 

6 

自治体DXの推進 DX（デジタルトランスフォーメー

ション）を推進するため、政府の

支援策を活用して高度な専門知識

を持つ有識者を招致し、デジタル

技術による地域生活の利便性向

上、市役所内部の業務改善に取り

組みます。 

瀬戸内市 DX 推進計画を策定

し、瀬戸内市に必要な情報技

術とその導入・運用を総合的

に管理し、計画的に推進しま

す。 

 

業務のデジタル化による時

間・紙・スペース・資源・経

費等の無駄の削減に取り組

みます。 

瀬戸内市のDX推進方

針を定めた「瀬戸内

市DX戦略」を策定し、

計画に基づき取り組

みを進めています。 

グループウェアの機

能向上に加え、業務

の効率化・電子化に

対応するための各種

システムを一括し、

総合情報システムと

して本年度中に導入

する予定です。 

また、各部署での業

務の困りごとをデジ

タルで解決するため

の取り組みを、各担

当と協議をしながら

進めています。 

 

プロポーザルを実施

し、グループウェア、

文書管理/電子決裁

システム、各種業務

の効率化に資する業

務アプリを統合した

「総合情報システ

ム」の導入を決定し

ました。 

4月の導入に向け準

備を進めています。 

デジタルを活用した

各部署における業務

改善についても、一

部は導入済みであ

り、また、一部は総合

情報システムに組み

込めるよう準備を進

めています。 

グループウェア、業

務ポータルについて

は、構築を完了し 3月

末から運用を開始し

ました。 

文書管理/電子決裁

システムについて

は、運用を検討する

ため総務部のみの一

部運用を開始しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

安定的な財政運営

の推進 

 

 

今後も少子高齢化の進展による社

会保障費の増加や人口減少による

税収の減少が見込まれる中で、歳

入・歳出両面において最大限の努

力を行い、優先順位付けを的確に

行うなどメリハリのある予算を編

成することを目指します。 

市民が将来にわたって安心に暮ら

せるよう、引き続き健全な財政運

営に努めるとともに、中期的財政

見通しの改善を図ることを目指し

ます。 

10 月までに中期財政計画を

策定します。この計画を踏ま

えた予算編成を行います。 

 

令和3年度決算見込目標値 

・実質公債費比率：18％未満 

（交付税措置のない起債借 

入なし） 

・財政調整基金残高：33億円 

程度 

（標準財政規模の約30％） 

中期財政計画は適正

化案まで取りまとめ

ることができ、計画

書の策定を進めてい

ます。 

10月までに中期財政

計画を策定し、職員

及び議会で説明し、

ホームページで公表

しました。 

中期財政計画を踏ま

えて、令和4年度予算

編成を行いました。

（交付税措置のない

起債借入なし、財政

調整基金取崩額7億5

千万円） 

財政調整基金 

・令和 3 年度末残高

見込：約 40.3億円 
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令和３年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総合政策部長 

岡崎 清吾 

●使命 

 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。 

また、持続可能な地域づくりに向けて、市民と行政との双方向

による情報と意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 

 
●基本方針 
①透明で開かれた市役所を目指して、市民目線での市政情報の広

報に取り組みます。 
②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推

進します。 
④豊かな自然や歴史・文化と共生した魅力あるまちなみの維持に

努めます。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 
正職員 会計年度任

用職員 

合計 

１７人 ８人 ２５人 

一般会計 １，０２２，７６５ 
千円 

特別会計 １２，２２５ 
千円 

計 １，０３４，９９０ 
千円 

（うち人件費） （ １０８，８５５ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

ふるさと納税（応

援寄付金）制度の

推進 

・新たな返礼品の開発や品目の拡

充により、ふるさと納税による税

外収入の確保を推進します。 

・歳入確保と市のイメージ

アップのため、寄付者との

関係維持やお礼の品の開

発・拡充に取り組みます。 

目標額：6億円以上 

（特設サイト分含む） 

新規お礼の品：200品以上 

9月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

233,792,500円でし

た。新規お礼の品は

94品開発し、拡充に

取り組んでいます。 

1月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

715,817,731円でし

た。新規お礼の品は

102品開発し、拡充に

取り組んでいます。 

3月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

804,085,899 円でし

た。新規お礼の品は

246品開発しました。 

・市のさまざまなプロジェクトを

紹介し、特設サイトからふるさと

納税を集める仕組みを推進しま

す。 

・特設サイトからの寄附の

拡大を図るため、各プロジ

ェクトを効果的に、広く情

報発信します。 

特設サイト目標額： 

2,000万円以上 

特設サイトの寄附額

が下がっている状況

です。 

特設サイト総額 

1,123,000円 

特設サイトの寄附額

が伸びています。 

特設サイト総額 

18,697,168円 

特設サイトの寄附額

が伸びました。 

特設サイト総額 

23,642,168円 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

広報等による市内

外への情報発信と

シティプロモーシ

ョンの推進 

 

・市外への情報発信として情報誌

を発行し、市の魅力や取り組み等

を広く発信します。 

・情報誌を年4回発行するこ

とにより、ファンを獲得し、

関係を継続します。 

ファンクラブ会員 

目標数：2,000人 

情報誌は10月、11月、

12月、2月を目途に発

行を計画していま

す。 

ファンクラブ会員 

 9月末 1,222人 

情報誌は10月、12月

上期、12月下期に発

行し、2月を目途に発

行予定です。 

ファンクラブ会員 

 1月末 1,388人 

情報誌は10月、12月

上期・下期、3月に発

行しました。 

ファンクラブ会員 

 3月末 1,722人 

・マスコットキャラクター（セッ

トちゃん）を広く発信することに

より「瀬戸内市」の知名度の向上

を図ります。 

・各種イベントへの参加や

SNSを通じて情報発信しま

す。 

イベント参加：年20回以上 

コロナの影響により

活動できていませ

ん。 

SNSを通じての情報

発信とｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

事業で動画や名刺を

作成しました。 

イベント参加はでき

ませんでしたが、SNS

の情報発信と名刺を

作成しました。 

3 

国内・国際交流事

業の推進 

・国際交流員の配置による国際交

流と国際理解の推進に努めます。 

・多文化共生の推進に関す

る事業に取り組みます。 

目標数：研修参加者数20人 

10月中旬から国際交

流員が配置される予

定であり、事業の取

り組みを検討しま

す。 

国際交流員が配置さ

れ、イベント開催、

SNSを活用した情報

発信など取り組んで

います。 

イベント開催はでき

ませんでしたが、SNS

を活用した情報発信

に取り組みました。 

・日常生活に必要な情報を

まとめた外国人向けパンフ

レット等の多言語化を3月

までに進めます。 

10月中旬から国際交

流員が配置される予

定であり、作成時期

や内容を検討してい

きます。 

パンフレットの作成

はせず、職員を対象

としたやさしい日本

語講座の開催を予定

しています。 

3月23日 職員を対象

としたやさしい日本

語講座を開催しまし

た。参加者：10人 

4 

地方創生の推進 ・人口減少対策に特化した地方創

生の取り組みを推進します。 

・邑久高校の生徒や市内の

小中学生などが地域を学ぶ

機会を作ることで、郷土愛

の醸成を図ります。 

郷土学習の事業数：3 事業

以上 

7 月、邑久高校の地

域学で瀬戸内市の課

題や取り組みについ

て講義を行いまし

た。 

邑久高校と連携し、

郷土学習の教材とな

る「瀬戸内市オリジ

ナル SDGs カードゲ

ーム」を作成し、出前

授業に使えるよう整

備を行いました。 

 

郷土学習の教材とな

る「瀬戸内市オリジ

ナル SDGs カードゲ

ーム」を活用した出

前授業を市内の 1 中

学校と 2 小学校で実

施予定でしたが、コ

ロナのまん延防止等

重点措置と重なり中

止となりました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

  ・お試し住宅などを活用し、

リモートワーク(RW)推進の

ための基盤整備を図りま

す。 

お試し住宅へのイン

ターネット整備や事

業者に対する補助制

度の創設、事業推進

主体に対する補助金

交付決定を行いまし

た。 

基盤整備は概ね完了

し、4 組の体験モニ

ターを受入れました

が、一般向けの PRや

受入はコロナ禍の影

響で推進できていな

い状況です。 

整備した基盤を用い

て、企業等からの相

談や受入に対応しま

した。 

相談件数 ：25件 

RW登録会員数：10件 

 

・移住交流促進協議会との

連携により、移住者の増加

を図ります。 

目標：相談会からの移住 5組 

オンライン相談 7

件、現地案内 5 件に

対応しました。9 月

末までに 6 組 15 人

の移住者を受入れま

した。 

オンライン相談 23

件、現地案内 16件に

対応しました。1 月

末までに 9 組 24 人

の移住者を受入れま

した。 

オンライン相談 28

件、現地案内 16件に

対応しました。3月末

までに 9 組 24 人の

移住者を受入れまし

た。 

5 

市民協働の推進 ・市民活動団体を支援することに

より、協働のまちづくりを推進し

ます。 

・ふるさと納税制度を活用

した市民活動団体支援制度

の導入を進めます。 

他自治体の制度事例

等を研究中です。 

 

8 月議会で「市民活

動団体の支援に関す

ること」を寄附対象

事業に追加する条例

改正を行いました。 

他自治体の制度事例

等を研究中です。 

同左 

6 

持続的な公共交通

網の維持 

・地域公共交通計画に基づき、民

間の交通事業者とも連携し、公共

交通網を維持します。 

・新たな公共交通不便地域

が生じないよう、既存の公

共交通網を維持します。 

両備バスが虫明長島

愛生園線の路線維持

が困難との表明があ

り、市として路線を

維持する方法を模索

しています。 

 

12 月に開催した地

域公共交通会議で虫

明長島愛生園線を市

営バス路線として次

年度から引き継ぐ方

針を決定し、準備を

進めています。 

3月末までに、虫明長

島愛生園線を市営バ

ス路線として運行す

るために必要となる

手続きや関係機関と

の調整が完了し、4月

から新たな市営バス

路線として運行する

準備が整いました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 ・前島地区に新たな地域内交通を

導入します。 

・9月までに島内に新たな地

域内交通を導入し、利用促

進を図ります。 

8 月 1 日から前島地

域内交通の実証運行

を開始しました。 

 

順調に運行し、月毎

の利用者数は概ね

30～40 人程度で推

移していましたが、1

月は 7 人と大幅に減

少しています。 

一定の利用はあるも

のの、利用者数が低

迷していることか

ら、現在は前島住民

に限定している利用

対象の範囲を拡大す

るための検討に着手

しました。 

7 

持続可能な地域づ

くりの推進 

・SDGsにつながる取り組みを進め

ます。 

・第 3 次総合計画と SDGs の

関連を明確に示すととも

に、職員に SDGs研修を実施

します。 

目標：職員研修実施回数 2回 

第 3 次総合計画に

SDGs と一体的に推

進することを明記し

ました。 

 

 

 

庁内組織として 7 月

に「瀬戸内市 SDGs推

進本部」を設立しま

した。10月に職員研

修を 2 回開催しまし

た。11月以降「瀬戸

内市 SDGs拡大会議」

を 3 回開催し庁内の

推進体制を整備して

います。 

「瀬戸内市 SDGs 拡

大会議」を 4 回開催

し、庁内の推進体制

の整備と、職員の

SDGsに対する理解を

深めました。 

・新しい自治組織づくりに取り組

む地域を支援します。 

・新しい自治組織づくりに

取り組む地域に対し、地域

の要望に応じた支援を行い

ます。 

目標：新しい自治組織の設立

１地域 

鹿忍地区まちづくり

協議会が 4 月 1 日に

発足しました。 

要望のあった地区

（本庄、玉津）で地域

課題等の聞き取りを

行いました。 

 

新たに設立した鹿忍

地区まちづくり協議

会の運営を支援する

とともに、他地区（福

岡）に聞き取り等を

行いました。 

鹿忍地区まちづくり

協議会の令和 4 年度

活動計画の策定を支

援するとともに、協

働のまちづくり推進

委員会で鹿忍地区の

取組を共有しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

8 

地域資源をいかし

た魅力あるまちな

み形成の推進 

・歴史的な建造物などが残るまち

なみの魅力づくりを進めます。 

・まちなみを形成する資源

を活用した地域の魅力づく

りの方向性を年度末までに

決定します。 

建築士、京都大学が

立ち上げた、牛窓し

おまち唐琴通りの保

全・活用を考える研

究室に参加し、歴史

や建造物等の実態調

査を行いました。今

後住民ヒアリング等

を行う予定です。 

 

住民 4 人にヒアリン

グを行い、京都大学

で整理が行われてい

ます。魅力づくりに

は、地域の実態や課

題をより深く掘り下

げる必要があり、協

働提案事業を活用し

て継続調査する方向

としました。 

 

協働提案事業を活用

して来年度継続調査

できる状況を作るこ

とができました。 

 

 ・空き家等を活用した過疎地域の

まちなかの活性化（牛窓リノベー

ションプロジェクト）を進めま

す。 

・地方創生拠点施設「牛窓テ

レモーク」を起点に、民間事

業者や金融機関とも連携し

ながら、牛窓エリアの賑わい

創出を促進します。目標：牛

窓エリア内（拠点施設を含

む）の空き家等で起業・創業

した事業者数４事業者以上 

拠点施設は 6 月に本

格的に供用を開始

し 、 来 館 者 数 は

61,500 人程度とな

っています。拠点施

設内に 1 事業者が開

業、その他前島、関町

の 2 つの物件でファ

ンドを活用した創業

が計画されていま

す。 

 

拠点施設の来館者は

85,000人程度で、新

たに 1 事業者が 3 月

に開業予定です。エ

リア内での物販店開

業の 1 事業者を支援

しました。エリア再

生に係る国の補助事

業に応募しました。 

拠点施設の来館者は

89,000人程度で、予

定どおり 1 事業者が

3 月に開業したこと

で、目標としていた4

事業者の創業を達成

しました。応募して

いたエリア再生に係

る国の補助事業につ

いて採択を受けるこ

とができました。 
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令和３年度 市民生活部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

市民生活部長 

坪井 智美 

●使命 

 市民生活部は、市役所の窓口として、職員一人ひとりが市役所の顔で

あるという意識を持ち、常に市民の立場に立ち、市民の皆様に満足して

いただける迅速かつ正確な質の高いサービスを目指すとともに、環境に

配慮した美しいまちの実現のため、環境負荷の少ない循環型社会を目指

します。 

●基本方針 

 ①市民一人ひとりがお互いの違いや多様性を認め合い、個性を尊重し

あうことが出来る、みんなの思いやりがあふれるまちを目指します。 

 ②健康で自立した生活が営めるよう市民の健康づくりを支援します。 

 ③公平な課税を行うとともに、市民の納税意識を高め、滞納のないま

ちを目指します。 

 ④市民、事業者と行政の協働により、ごみの減量化をするとともに、

リサイクルを推進し地球にやさしい循環型社会を目指します。 

所 管 課 
市民課、国保年金医療給付課、税務課、  

牛窓支所、長船支所、裳掛出張所、    

生活環境課、クリーンセンターかもめ、長

船衛生センター、長船クリーンセンター、

消費生活センター 

 

人  員 
正職員 会計年度任

用職員 

合計 

６７人 ３４人 １０１人 

一般会計 ３，０３０，６４５ 千円 

特別会計 ４，６２２，４７４ 千円 

計 ７，６５３，４４９ 千円 

（うち人件

費） 
（ ５０４，５７９）   

千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

市民のニーズに配

慮した窓口サービ

スの向上 

 

 

 

 

 

・市民がより利用しやすい窓口を

目指します。 

 

 

 

 

 

・スムーズな人の流れを意

識した、誰もが利用しやすい

窓口を目指します。 

 

 

 

 

・本庁ロビーのレイ

アウトを変更すると

ともに、案内表示を

わかりやすくしまし

た。 

 

 

 

・マイナポイント専

用ブースの新設に併

せて、マイナンバー

ブース、本庁ロビー

のレイアウトを変更

し、利用しやすくし

ました。 

 

・感染拡大防止対策

に配慮しつつ、来庁

者が利用しやすいよ

うロビーのレイアウ

トを変更し、導線を

意識したスムーズな

人の流れが出来るよ

うになりました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 ・マイナンバーカードの普及に向

けて、休日窓口等の開設により取

得手続きの支援を行います。 

･マイナンバーカードの利便

性をＰＲし、取得手続きの方

法等の周知を行い、交付率

30％以上を目指します。 

（前年度交付率24.2％） 

・7月に各支所・出張

所でマイナンバーカ

ードの出張申請を行

いました。9月末時点

の交付率は35.5％で

す。 

 

・11月に各支所・出

張所で出張申請を行

いました。1月末時

点の交付率は38.2％

です。 

・ホームページ、広

報等でマイナンバー

カードの利便性のPR

を行いました。 

・休日窓口(計 24回)

では 350 件の利用が

あり、出張申請(計 9

回)では 75 件の申請

がありました。 

・3 月末時点の交付

率は 39.4％、一年間

で 5,442 枚のカード

を交付しました。 

2 

人権啓発活動の推

進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の人権問題に対する意識を

醸成します。 

 

 

 

 

・男女共同参画社会を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民が人権問題を正しく

理解し、行動できるようホー

ムページや市広報紙等によ

り啓発します。 

 

 

・市民向け講座「せとうちゼ

ミナール」や啓発パネル展を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

・ジェンダー平等の実現に向

けた取り組みとして、パート

ナーシップ宣誓制度の導入

の検討及び研究をします。 

 

 

 

・ホームページ等

で、人権侵害防止や

相談窓口について、

随時発信していま

す。 

 

・せとうちゼミナー

ルを11月、12月、1月

の３回予定していま

す。 

・6月の男女共同参

画週間に合わせ、啓

発パネル及び参考図

書を展示しました。 

 

・岡山連携中枢都市

圏の連携事業に参加

して、本市の制度導

入について研究して

います。 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

・11月、12月、1月に

「せとうちゼミナー

ル」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・成人年齢引き下げ

に伴い、若年層の性

暴力被害防止に関す

る情報をホームペー

ジで発信しました。 

 

・第3次瀬戸内市男女

共同参画基本計画を

策定しました。計画

に「性的少数者が安

心して暮らせる環境

の整備」として、パー

トナーシップ及びフ

ァミリーシップ宣誓

制度導入の検討を盛

り込みました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域おこし協力隊の事業及び協

働提案事業を活用し、ハンセン病

問題の啓発事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人権問題の解決に向け関係機関

と連携し、啓発活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・DV防止啓発活動を実施する

とともに、関係機関と連携を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

・ワークショップ等の実施及

び長島の紹介動画を制作・公

開するなど、ハンセン病問題

に関心を持つきっかけづく

りをします。 

 

 

 

 

 

 

・「人権の花運動」「人権ふ

れあいスポーツ教室」など 

を各種団体と共催して実施し

ます。 

 

・11月にパープルリ

ボン運動の実施を予

定しています。 

 

 

 

 

 

 

・8月にハンセン病に

関するパネルや入所

者の生活が分かる文

芸作品及び日用品の

展示をしました。 

 

・人権週間に合わせ

写真展の開催を予定

しています。 

 

 

・美和小学校で「人

権の花運動」を実施、

「人権ふれあいスポ

ーツ教室」を予定し

ています。 

 

・11月に本庁舎及び

図書館でパープルリ

ボンツリーの設置及

び啓発グッズの配布

を行いました。 

 

 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

・12月の人権週間に

合わせ全国のハンセ

ン病療養所の写真展

を開催しました。 

 

・「人権の花運動」を

4月から1月に実施

し、「人権スポーツふ

れあい教室」を1月に

開催しました。 

・DV相談を受け、女

性相談所と連携し、

対応しました。 

・関係課・関係機関

より提供があった情

報を共有しました。 

 

 

 

・ ハンセン病問題に

関 す る 紹 介 動 画

（DVD）を制作しまし

た。（図書館等に配布

予定） 

 

 

 

 

 

 

・民間団体主催の人

権ワークショップ

で、ファシリテータ

ー役としての活動を

しました。 



15 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

国民健康保険制度

の適正運営と保健

事業の普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活習慣病の予防や早期発見に

より、国民健康保険制度の適正運

営につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

・高額な医療費発生につながる糖

尿病予防のため、健診の推進に取

り組みます。 

 

 

 

・ナッジ理論を用いた新たな受診

率向上事業（補助事業）を行いま

す。 

 

 

 

・過誤請求、重複請求等を点検す

るなど、医療費の適正化を図りま

す。 

・健診の結果、生活習慣病の

発症リスクが高い人を対象

に保健指導の利用勧奨を行

い、保健指導の実施率30％以

上を目指します。 

 

 

 

 

 

・歯周病は糖尿病との関連

性が高いため、歯科検診の重

要性、歯周病の危険性を周知

し、歯科検診受診者数８５人

を目指します 

 

・新たな勧奨方法により受

診率の向上を図ります。 

 

 

 

 

・再審査請求の効率化を図

り効果率は県平均（令和元年

度で0.18）を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康相談について

は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で

実施できませんでし

た。 

 

 

 

 

 

・対象者を抽出し、

Ｒ4年2月末までに受

診してもらうように

受診券を送付しま

た。（661人） 

 

・ナッジ理論を用い

た受診勧奨を8月に

行 い ま し た 。 

（4,183人） 

 

 

・レセプト点検の研

修会が中止になりま

したが、資料等を活

用し点検を実施しま

した。 

 

・健康相談について

は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で

実施できませんでし

た。 

・保健指導について

は、1月末現在、実施

率は10.6%です。 

 

 

・広報紙、ホームペ

ージで周知し、1月末

現在、31人が歯科検

診を受診しました。 

 

 

・ナッジ理論を用い

た受診勧奨を 11月

（ 3,519人）、 1月

（2,634人）に発送し

ました。 
 

・1月末現在の効果

率は0.143となって

おり、引き続き効果

的な点検を目指しま

す。 

 

・新型コロナウイル

ス感染拡大の影響

で、個別相談に特化

した保健指導を中心

に実施しました。 

・保健指導実施率

は、3月末現在35.2%

です。(年度内の未終

了者除く) 

 

・新型コロナの影響

もあり3月末現在、受

診者数は 41人でし

た。 

 

 

・年3回の受診勧奨

により、受診率は 

令和2年度36.8%から

令和3年度38.8%に向

上しました。 

 

・3月末現在の効果

率は0.136でした。病

院等の電算化が進

み、誤りが減ったこ

とも要因と思われま

す。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

単県医療（こども

医療・心身障害者

医療・ひとり親家

庭等医療）制度の

周知 

 

・単県医療（こども医療・心身障

害者医療・ひとり親家庭等医療）

資格証の制度の周知を図ります。 

 

 

 

・窓口で分かりやすい制度

の説明ができるよう、案内文

を見直します。 

 

 

 

・窓口で分かりやす

い説明ができるよう

内容を検討していま

す。 

 

 

・案内文に変えて、 

事務マニュアルの内

容を見直して更新し

ました。 

 

・こども医療の対象

拡大をホームページ

で周知しました。 

・事務マニュアルを

更新し、業務の標準

化・効率化を図りま

した。 

 

5 

後期高齢者の健康

寿命の延伸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・後期高齢者に自らの健康に対す

る意識の向上を促し、健診の重要

性を伝えます。 

・健診対象年齢を拡充し、受

診者数980人を目指します。 

 

 

・対象年齢を 80才ま

でに拡充しました。

（受診者数 513人） 

 

 

 

1月末現在、883人が

健康診査を受診しま

した。 

3月末現在、受診者数

は 895 人でした。健

診受診率は 3.7％増

加しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

6 

適正課税の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・納税への理解を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

・正確な課税資料による、適正な

課税と業務効率の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・税の仕組みの大切さ、申告

等必要な手続きを理解して

もらえるようさらにわかり

やすい広報を行います。 

 

 

 

 

・資料課税の入力、家屋敷課

税の調査、未申告者への通知

を適切に行い、公平な課税を

実現します。 

また、申告相談や実地調査

の実施や税務署との連携に

よる取組を進めます。 

 

・登記異動等の資料並びに

現地確認等による家屋の異

動（新築、滅失）等の把握並

びに適切な家屋評価に努め

ます。 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響を受

けた方に対する保険

税（料）の減免制度に

ついて、昨年度に引

き続きホームページ

等で周知を図りまし

た。 

・適正課税に向け、

税務署から入手した

資料内容の課税への

反映、家屋敷課税の

調査、未申告者への

通知を実施していま

す。 

 

・来年度課税に向け

登記異動、資料並び

に現地確認等による

家屋異動等の把握並

びに適切な家屋評価

を進めています。 

 

令和 3 年分申告相談

に向け、税務署と連

携を図り、広報紙、ホ

ームページで制度の

紹介、申告相談の案

内を行いました。 

 

 

適正課税に向け、税

務署から入手した資

料、現地確認等で把

握した内容の反映並

びに未申告者への対

応を実施しました。 

 

 

来年度課税に向け、

賦課基準日である本

年 1 月 1 日現在の状

況把握、その内容の

適切な課税への反映

に向けた作業を実施

しています。 

令和 3 年分申告相談

を実施し、例年並み

の、のべ 2，160件の

申告相談を受け付け

しました。 

 

 

 

来年度課税に向け、

各種支払報告書、申

告内容等を課税に反

映させるための作業

を実施しています。 

 

 

 

来年度課税に向け、

登記異動、土地、家屋

の現地調査の内容を

課税に反映させるた

めの作業を実施して

います。 



18 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

滞納のないまちを

目指す 

 

・滞納者の生活実態や財産を正確

に把握し、適正な滞納整理を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

・収納率向上のため、県と連携の

もと捜索実施や合同公売会への参

加等を行います。 

・令和4年3月末収納率 

一般税（現年分）97.92％以

上の収納達成を目指しま

す。 

また、自発的な納税意識の

啓発を行い、滞納額の増加

を防ぐため、納税相談等を

行っています。 

 

・捜索の実施 

捜索件数8件以上 

・合同公売会への参加 

参加回数１回以上 

・9月末現在収納率 

一般税 

現年 62.36％ 

滞繰 20.76％ 

 

 

 

 

 

・捜索実施件数 5件 

 

・合同公売会は、コ

ロナの影響で未定で

す。 

１月末現在収納率 

一般税 

現年 83.08％ 

滞繰 28.72％ 

 

 

 

 

 

捜索実施件数 9件 

 

合同公売会は、コロ

ナで中止となりまし

た。 

3月末現在収納率 

一般税 

現年 97.88％ 

滞繰 33.24％ 

目標未達成要因 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影

響（納税猶予・面

談件数減少）等 

 

捜索実施件数 9件 

 

合同公売会は、コロ

ナで中止となりまし

た。 

8 

新火葬場の整備の

推進 

・岡山市との広域整備にかかる基

本協定に基づき、新火葬場への進

入路・敷地造成工事を進めます。

また、新火葬場建築工事にかかる

設計及び施工の契約締結に向け、

必要な業務を行います。 

・令和２年度に引き続き、新

火葬場への進入路・敷地造成

工事を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新火葬場建築工事にかか

る設計及び施工を行う事業

者選定に向け、事業スキーム

の精査などを行います。 

 

 

 

・新火葬場の進入

路・敷地造成工事(第

1期)の進捗率は９月

末時点で 54.9％で

す。 

また、新火葬場整備

予定地までの上水道

管布設ルートを決定

して実施設計を開始

しました。 

 

 

 

・新火葬場建築工事

にかかる設計及び施

工を行う事業者選定

に向け、事業者に求

める要件等を市ホー

ムページにて公表し

ました。 

・新火葬場の進入

路・敷地造成工事(第

1期)の進捗率は1月

末時点で 82.5％で

す。また、12月17日

に新火葬場の進入

路・敷地造成工事（第

2期）に着手しまし

た。 

 

 

 

 

・規約及び協定に基

づき2月3日に岡山市

との連絡会議を開催

しました。 

 

・新火葬場の進入

路・敷地造成工事(第

1期)の進捗率は3月

末時点で 97.3％で

す。また、新火葬場の

進入路・敷地造成工

事（第2期）に着手し

工事を進めていま

す。 

・新火葬場整備予定

地までの上水道管布

設ルートの実施設計

が完了しました。 

・事業者からの提案

を受け、優先交渉権

者選定に向け、提案

書等の精査を行って

います。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

9 

地球温暖化防止対

策の推進 

・瀬戸内市ゼロカーボンシティ宣

言に基づき、2050年の二酸化炭素

排出量実質ゼロを目指して各種施

策を推進します。 

・市の環境政策の根幹であ

る第 2 次瀬戸内市環境基本

計画の中間見直しを行い、ゼ

ロカーボンシティ宣言を踏

まえた計画に改定します。 

 

 

 

 

 

 

・ゼロカーボンシティ実現

に向けて、市の二酸化炭素排

出量の現状分析等を行い、再

生可能エネルギー導入目標

を検討します。 

 

 

・第2次瀬戸内市環

境基本計画の中間見

直しに向け、現時点

での進捗状況の確認

や市民・事業者の意

向を把握するための

アンケート調査を実

施しました。 

 

 

 

・ゼロカーボンシテ

ィ実現に向け、市の

二酸化炭素排出量の

現状分析など調査検

討業務を進めていま

す。 

 

・第2次瀬戸内市環

境基本計画の中間見

直しに向け、環境審

議会を２回開催しま

した。審議会委員か

らの意見を反映し、

2月9日から2月28日

までパブリックコメ

ントを実施し、広く

意見を求めます。 

 

・ゼロカーボンシテ

ィ実現に向け、市の

二酸化炭素排出量の

現状分析など調査検

討業務が完了しまし

た。 

・3回の環境審議会

での審議を踏まえ、

ゼロカーボンシティ

宣言を踏まえた、第2

次瀬戸内市環境基本

計画の改定を行いま

した。 

 

 

 

 

・ゼロカーボンシテ

ィ実現に向け、市の

二酸化炭素排出量の

現状分析など調査検

討業務が完了しまし

た。 

10 

ごみの排出抑制や

循環型社会施策の

推進と環境関連施

設の適正な維持管

理 

 

 

 

 

 

・プラスチック製容器包装の分別

適正化の推進を図ります。 

ごみ減量化と人的負担の軽減を図

るため、出前講座、広報紙などを

通して啓発を行い、プラと対象外

プラ商品との分別徹底を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 ごみ減量率の実績 

年度 全体 家庭系可燃ごみ 

元年度 13.3% 12.3% 

2年度 14.8% 13.0% 

・ごみ減量率は、令和3年度

末で17％を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

・ごみ減量率は、次

のとおりです。 

4月末 12.9% 

5月末 12.6% 

6月末 13.0% 

7月末 12.3% 

8月末 11.5% 

9月末 12.2% 

参考：令和2.9月末 

      12.1% 

 

 

 

 

 

 

・ごみ減量率は、次

のとおりです。 

10月末 13.3% 

11月末 13.2% 

12月末 13.4% 

1月末 14.1% 

 

参考：令和3.1月末 

      14.0% 

 

 

 

・ごみ減量率は、次

のとおりです。 

2月末 14.9% 

3月末 15.2% 

 

参考：令和3.3月末 

      14.8% 

 

 

・コロナ禍、出前講

座は 1 回実施しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

  

 

 

 

 

・海ごみ処理に取り組んでいきま

す。 

海の汚染に大きな影響を与えてい

る海洋プラスチックごみの問題解

決に寄与していきます。 

・生ごみ処理機購入補助事

業の促進を行い、ごみの減量

を図ります。 

目標 43件 

 

・漁業関係者や、ボランティ

ア清掃による海岸や河川等

のごみの受け入れを行い、併

せて、海ごみの減量の啓発に

努めます。また近隣の自治体

と連携して、ボランティア清

掃に取り組む団体等の育成

や、子どもたちの環境学習な

どに取り組んでいきます。 

目標 啓発活動 年3回 

・生ごみ処理機23台

の購入費に対し補助

金を交付しました。 

 

 

・海岸清掃やボラン

ティア清掃につい

て、自治会回覧や市

ホームページで啓発

を行いました。 

 

啓発活動 2回 

・生ごみ処理機29台

の購入費に対し補助

金を交付しました 

 

 

・海岸清掃やボラン

ティア清掃につい

て、自治会回覧や市

ホームページで啓発

を行いました。 

 

啓発活動 3回 

・生ごみ処理機45台

の購入費に対し補助

金を交付しました 

 

 

・ボランティア清掃

によって集められた

海ごみの受け入れが

44回/年ありました。

また、近隣の自治体

と連携し、海ごみ減

量の啓発用ののぼり

を作製しました。自

治会回覧や市ホーム

ページで啓発を行い

ました。 

啓発活動 3回 

11 

消費者被害の防止 ・被害に遭わないための消費者教

育を推進します。また、詐欺被害

に遭いやすい高齢者の方に啓発活

動を行い、被害防止や被害の早期

発見を目指します。 

・消費者のための豆知識を

広報紙やホームページ等で

啓発を図ります。 

・特殊詐欺の主な被害者で

ある高齢者に対し、防犯機能

付き電話機の購入費の一部

を補助し、特殊詐欺の被害防

止を図ります。  

目標台数: 30台 

・「消費者生活安心

ホットライフ」を5回

掲載。出前講座を2回

開催しました。 

 

・防犯機能付き電話

機の購入費16台分に

対して補助金を交付

しました。 

・「消費者生活安心

ホットライフ」を8回

掲載。出前講座を6回

開催しました。 

 

・防犯機能付き電話

機の購入費26台分に

対して補助金を交付

しました。 

・広報紙により「消

費者生活安心ホット

ライフ」を10回掲載。

出前講座を6回開催

しました。 

・防犯機能付き電話

機の購入費32台分に

対して補助金を交付

しました。 

12 

生活環境の保全 ・河川の水質保全に向けて、下水

道計画区域外における合併処理浄

化槽の整備を推進します。 

 

 

・合併処理浄化槽の設置を

目指します。汲取り→合併、

単独→合併について、重点的

に取り組んでいきます。 

既存の補助金に市独自の補

助額を上乗せ加算し設置の

促進を図ります。 

目標台数: 114基 

・合併処理浄化槽の

設置が完了した 66

基に対し補助金を交

付しました。 

うち市独自加算補助

15基 

(汲取→合併 12基) 

(単独→合併 3基)  

・合併処理浄化槽の

設置が完了した 91

基に対し補助金を交

付しました。 

うち市独自加算補助

20基 

(汲取→合併 16基) 

(単独→合併 4基)  

・合併処理浄化槽の

設置が完了した 92

基に対し補助金を交

付しました。 

うち市独自加算補助

20基 

(汲取→合併 16基) 

(単独→合併 4基) 
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令和３年度 福祉部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

福祉部長 

青山 祐志 

●使命 

福祉部は、高齢者、障がい者、生活困窮者の方々等が、住み慣れ

た地域で、笑顔で暮らすことができるように、相談窓口や各種福

祉・介護サービスの充実を図るとともに、関係者の連携を深め、

共に支えあう地域づくりを大切にした福祉行政を推進します。 

 

●基本方針 

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を強

化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。 

②高齢者が安心して元気に生活できるよう、高齢者の社会参加を

促進するとともに、高齢者支援や介護予防など、ニーズに合っ

た介護・福祉サービスの充実を図ります。 

③誰もが住み慣れた自宅や地域で安心して暮らし続けるまちを目

指して、地域包括ケアシステムを充実し、地域共生社会の実現

に努めます。 
 
 
 
 

所 管 課 
福祉課・いきいき長寿課・トータルサポ

ートセンター 

 

人  員 
正職員 

会計年度任

用職員 
合計 

２７人 １８人 ４５人 

一般会計    ２，５１３，７２４ 千円 

特別会計    ４，３６９，７０９ 千円 

計    ６，８８３，４３３ 千円 

（うち人件

費） 
（２３８，６６５  千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

生活困窮者自立支

援事業及び障害者

相談支援事業の充

実 

自立相談支援事業及び家計相談支

援事業を、委託先の社会福祉協議

会と連携して実施します。 

 また、就労準備支援事業を実施

し、就労能力が低いなどの課題を

抱える人に対して、就労の機会を

提供し、就職活動等の総合的な支

援や就労体験等を通じて最終的に

一般就労に結びつけ、自立を促進

します。 

 

 

障害者相談支援事業を、委託先の

障害者相談支援事業所と連携して

実施します。 

事業の推進により、市内の障がい

のある人及びその家族等に対し

て、福祉サービス等の社会資源に

関する情報提供を行い、関係機関

と連携を取りながら、障がいのあ

る人の地域生活を支援します。 

 

 

ひきこもり支援推進事業を、委託

先の社会福祉協議会と連携して実

施します。様々な事情により社会

との関わりを断ち、ひきこもり状

態になっている人の社会参加への

きっかけづくりを支援します。 

生活困窮者に対する第2のセ

ーフティネットとして設置

した生活相談支援センター

の利用促進や運営を支援し

ます。また、センターやジ

ョブスポットせとうちと生

活相談支援員との連携によ

り就労支援を実施し、生活

困窮者の生活が安定するよ

う取り組みます。 

・目標就労者数  年間10人 

 

委託先の障害者相談支援事

業所との連携を図り、地域

課題を把握し、民生委員や

トータルサポートセンター

（障害者基幹相談支援事

業）等の関係機関との連携

を強化し、相談支援体制の

充実に努めます。 

・目標相談支援件数 

年間300件 

 

ひきこもりサポートセンタ

ーの存在について、認知して

もらえるよう普及啓発を行

います。また関係機関との連

携を図り、ひきこもり者への

適切な支援を行います。 

・目標相談支援件数 

年間200件 

 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポッ

ト、就労支援員の連

携により、就労支援

を実施しています。 

 

・就労者数  4人 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携を

密にし、相談支援体

制の充実が図れてい

ます。 

 

・相談支援件数 

161件 

 

 

 

普及啓発用のチラシ

を作成し関係機関へ

配布するなど、連携

を図り適切な支援 

を実施しています 

 

・相談支援件数 

    256件 

同左 

 

 

 

 

 

・就労者数  6人 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

・相談支援件数 

255件 

（新規 40） 

（継続215） 

 

ひきこもり支援に関

する市民講座を１月

末に開催予定でした

が、感染拡大により

中止しています。 

 

・相談支援件数 

      419件 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しました。 

 

・就労者数  7人 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携

し、事業所への助言

を行うなど体制の充

実を図りました。 

 

・相談支援件数 

329件 

（新規 55） 

（継続274） 

 

市民講座の録画配

信、サポーター養成

講座の開催等を実施

し、支援者の育成を

図りました。 

 

・相談支援件数 

     471件 

・養成講座受講者 

      15名 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

高齢者福祉の推進 認知症施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の在宅福祉を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症高齢者の地域での見

守りと行方不明時の対応の

充実に取り組みます。 

認知症サポーター養成講

座修了者数（新規） 200人 

高齢者徘徊対策促進事業 

 登録者数（新規） 10人 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が生きがいをもって

住み慣れた地域で暮らせる

よう、タクシー活用事業、補

聴器購入助成事業を推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

（新規）  79人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 

（新規）  7人 

 

 

 

 

 

 

 

 

補聴器購入助成事業

は 8 月から、タクシ

ー活用事業は 9 月か

ら事業を開始しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

（新規）  149人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 

（新規）   8人 

 

 

 

 

 

 

 

 

補聴器購入助成事業

交付件数  1件 

タクシー活用事業 

交付件数  475件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大に伴い、

開催中止や積極的な

働きかけができず、

目標人数には、達し

ませんでした。 

認知症サポーター養

成講座修了者数 

（新規）  165人 

高齢者徘徊対策促進

事業登録者数 

（新規）   9人 

 
 
補聴器購入助成事業

は、35件の相談があ

った内、5件の申請に

しか繋がっていない

ため、状況を見なが

ら、制度設計の見直

しを検討します。 

補聴器購入助成事業

交付件数  5件 

 

高齢福祉タクシー事

業は、チケット交付

見込件数を約 660 件

と想定しており、先

行する福祉タクシー

助成事業等と重複す

る分を勘案すれば、

おおむね想定件数に

達しました。 

タクシー活用事業 

交付件数  511件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

高齢者が生きがいを感じることが

できる施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護サービス介護給付の適正化を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯現役促進協議会と連携

し、各種事業の推進と就労に

向けての支援を実施します。 

就労等人数 59人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者指導の推進を図りま

す。 

地域密着型サービス事業

所        5 事業所 

居宅介護支援事業所 

3 事業所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の就労人数は

22 人となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月から地域密着型

サービス事業所5 事

業所、居宅介護支援

事業所3事業所で実

施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の就労人数は

41 人となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域密着型サービス

事業所5事業所、居宅

介護支援事業所3事

業所の実地指導を実

施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業訪問をした市内

法人から、パート･ア

ルバイトの求人情報

を数多くいただいた

ことにより、求職者

のニーズに寄り添っ

たマッチングを行う

ことができました。 

その結果、就労等人

数は 63人となり、目

標を達成することが

できました。 

 
 
 
 
事業所の実地指導

で、次のとおり指導

を行い、給付の適正

化を図りました。 

 

・運営基準に関する

口頭指導 9 事業所 

・人員基準に関する

口頭指導 1 事業所 

・運営に関する文書

指導   1 事業所 

・利用者に対する説

明・同意に関する文

書指導  1 事業所 

・介護給付費の算定

及び取扱いに関する

文書指導 2 事業所 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 介護予防・日常生活支援総合事業

を通じた地域づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防・日常生活支援総合

事業について、関係機関で情

報を共有しながら、支援内容、

取組み方法等の見直しを行い

ます。 

生活支援・介護予防サービ

ス提供主体等協議体会議 

開催回数     1回以上 

 

地域包括支援センターにコー

ディネータを配置し、連携を

行いながら地域づくりを推進

します。 

はつらつ教室（新規） 

5カ所 

参加目標実人数  70人 

はつらつ教室 OB会（累計） 

         105カ所 

 

  

 

 

 

介護予防リーダーを育成し、

地域での活動支援を行いま

す。 

介護予防リーダー育成 

15人 

介護予防リーダー活動者 

（累計）      75人 

 

 

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議会は1回開催す

る予定です。 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染症の対応で、は

つらつ教室（新規）の

開催ができませんで

した。 

引き続き、市内での

啓発や、地域への働

きかけを継続しま

す。 

 

 

 

 

 

10 月から養成研修

を開催する予定で

す。 

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議会は1回開催す

る予定です。 

 

 

 

 

 

新規のはつらつ教室

は、1か所開催してい

ましたが、感染拡大

に伴い現在中断して

います。感染状況を

確認しつつ再開して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

10月から養成研修を

行い、3人の参加があ

りました。 

新型コロナウイルス

感染症対応があり、

実施に至りませんで

した。 

 

 

 

 

 

高齢者が対象の事業

のため、新型コロナ

ウイルス感染症拡大

に伴い、地元への積

極的な働きかけが出

来ず目標の新規開設

数・人数には達しま

せんでした。 
はつらつ教室（新規）     

1カ所 

参加実人数  6人 

はつらつ教室 OB会 

（累計）  104カ所 

 
新型コロナウイルス

感染症拡大に伴い、

養成研修が一度延期

になったため、募集

期間が短くなり、目

標育成人数には達し

ませんでした。 

介護予防リーダー育

成       3人 

介護予防リーダー活

動者（累計） 63人 



26 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

保健、福祉、医療

連携の深化・推進 

できる限り住み慣れた自宅や地域

で安心して暮らし続けながら、必

要な医療や福祉サービスを受けら

れるような、地域ネットワークの

充実強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の医療・福祉・介護関係

機関が連携を深められるよ

う、多数の関係機関が参加で

きる研修の開催方法を見直

し、専門職研修会等を実施し

ます。 

・１研修会あたり市内関係

機関目標参加率 

  医療機関   21％ 

  介護機関   43％ 

  障がい福祉機関 34％ 

 

障がいのある人への支援の

質の向上を図るため、障がい

福祉機関・介護機関の職員等

を対象とした研修会や意見

交換会を開催します。 

 

・１研修会あたり市内関係

機関目標参加率 

  障がい福祉機関 40％ 

 

 

在宅医療・福祉に係る支援

を必要とする人に、適切な

対応ができるよう関係機関

との連携を強化し、相談支

援体制の充実に努めます。 

・認知症初期集中支援に係

る新規訪問支援対象者数 

5件以上 

・認知症に関する相談実人 

数 

20件以上 

新型コロナウイルス

感染症の発生状況や

感染防止対策等を鑑

み、令和3年度中の開

催は中止していま

す。 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染症の発生状況や

感染防止対策等を鑑

み、令和3年度中の開

催は中止していま

す。 

・基幹相談支援意見

交換会・事例検討会 

     6回 

障がい福祉機関 

80％ 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数 

2件 

・認知症に関する相

談実人数 

15件 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

・基幹相談支援意見

交換会・事例検討会 

     9回 

障がい福祉機関 

89％ 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数 

4件 

・認知症に関する相

談実人数 

26件 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

・基幹相談支援意見

交換会・事例検討会 

     11回 

障がい福祉機関 

84％ 

 

 

 

 

 

・新規訪問支援対象

者数 

5件 

・認知症に関する相

談実人数 

33件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

  

 

 

 

 

 
 
関係部署・関係機関との協働によ

り作成した地域包括ケア実行計画

に基づき、年次目標が達成できる

よう多職種との連携調整を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
地域包括ケアシステムを踏まえた

在宅医療・介護推進、基幹相談支

援機能について、市民・地域住民

への普及啓発を行います。 

 

・在宅医療・福祉に係る相談

支援件数  

     延べ 350件以上 

（再掲） 

関係機関への連携件数 

延べ160件以上 
 

ケアネットせとうちホーム

ページ専門職専用サイトの

利用登録対象や掲載する事

業所情報を医療・介護以外の

分野にも拡大し、介護・医療・

福祉専門職のより一層の連

携強化を図ります。 

・専用サイト利用登録件数 

10件 

・事業所情報掲載件数 

25件 

 

市在宅医療・福祉・保健連携

推進協議会で、地域包括ケア

実行計画等の進捗、取組状況

の報告、情報交換を行いま

す。 

・協議会会議開催   4回 

（委員数 18人） 

 

 
 
市民・地域住民への普及啓発

のため、広報媒体を活用しま

す。 

・広報せとうち記事掲載2回 

・ケアネットせとうち通信

発行3回 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数  

    延 251件 

（再掲） 

関係機関への連

携件数 延78件 
 
・10月以降に各事業

所等へ周知し、一

層の連携強化を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会議開催  1回 

 

 

 
 
・広報せとうち記事

掲載    1回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   1回 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数  

    延 438件 

（再掲） 

関係機関への連

携件数 延131件 
 
・11月に各事業所等

へホームページや

事業所状況につい

て調査を実施して

います。介護・医療・

福祉専門職の一層

の連携強化を図り

ます。 

 

・事業所情報掲載件

数 6件 

 

 

 

 

 

 

・会議開催  3回 

 

 

 
 
・広報せとうち記事

掲載    2回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   1回 

・在宅医療・福祉に

係る相談支援件数  

    延 575件 

（再掲） 

関係機関への連

携件数 延158件 
 
・各事業所等へホー

ムページや事業所状

況について調査を実

施しました。専用サ

イトの新規利用登録

はありませんでした

が、次年度も継続し

て連携強化を図りま

す。 

・事業所情報掲載  

件数 6件 

 

市在宅医療･福祉･保

健連携推進協議会で

は、地域包括ケア実

行計画の取組状況の

報告、新型コロナウ

イルス感染症対策に

ついての情報共有を

行いました。 

・会議開催  4回 
 
・広報せとうち記事

掲載     2回 

・ケアネットせとう

ち通信発行   2回 
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令和３年度 こども・健康部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

こども・健康部長 

難波 彰生 

●使命 

こども・健康部は、安心して子どもが産めるまち、生まれた子ど

もたちを健やかに育てられるまちを目指して、子どもと子育てを

応援する環境づくりを推進します。 

また、乳幼児から高齢者まで、すべての市民が心豊かではつらつ

とした人生を送れるよう、心と体の健康づくりを推進します。 

 

 

●基本方針 

① 行政機関や地域とのネットワークを充実させ、結婚、妊娠期か

ら出産、子育て期にわたり、切れ目のない支援を提供します。 

② 市全体、地域全体での外遊びを通じて、人と人、人と地域がつ

ながる場、みんなで子どもを育て自らも育つ環境づくりを推進

します。 

③ 子どもを安心して預けられる保育園・こども園の整備・管理・

運営や、放課後児童対策を充実することで、安心して子育てで

きる環境づくりを推進します。 

④ 市民が自分らしい豊かな人生を送ることができるよう、地域ぐ

るみで心と体の健康づくりを推進します。 

⑤ 岡山県や備前保健所、関係機関等と連携して感染症に係る情報

を収集するとともに、市民への感染予防策の普及啓発により、

感染症対策を推進します。 

所 管 課 
こども政策課・子育て支援課（公立保育

園こども園）・健康づくり推進課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１０８人 １１８人 ２２６人 

一般会計     ２，８５８，９０４ 千円 

特別会計     ― 千円 

計 ２，８５８，９０４ 千円 

（うち人件費） （８８３，７５２ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

結婚から子育て期
にわたる切れ目な
い支援の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次世代が安心して子育てできる環
境づくりを目指して、結婚支援を
推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子育て中の孤立化や児童虐待を予
防するため、関係機関との状況共
有会議を実施し、安心して子育て
ができる環境づくりに努めます。 
 
 
 
 
 
 
 
ひとり親家庭の自立を支援するた
め、多面的な支援に努めます。 

住宅取得費用などの結婚に
伴う費用の一部を補助する
結婚新生活支援事業により
経済的な理由で結婚に踏み
切れない若者を支援します。 
また、縁結びサポーターによ
る相談会を実施し、結婚を希
望している方やその親を支
援します。 
補助金交付件数  6件 
相談会実施回数  4回 
相談者数     20人 
 
 
 
警察、児童相談所、教委等と
情報を共有しながら、見守り
を行います。また、その中で
個別の会議を適時開催し、改
善方策を協議し、状況の改善
に努めます。 
代表者会議     年1回 
実務者会議     年12回 
個別ケース検討会議 
          年60回 
 
ひとり親家庭の相談体制の
充実を図り、各種支援事業の
実施を行っていきます。 
ひとり親相談から自立支援
サービス等につながった件
数          3件 
 

結婚新生活支援事
業については、相談
は受けていますが、
申請には至ってい
ません。 
また、縁結びサポー
ターによる相談会
を実施し、結婚を希
望している方やそ
の親を支援してい
ます。 
補助金交付件数 0件 
相談会実施回数 2回 
相談者数     7人 
 
代表者会議を1回（7
月）、実務者会議を
6回（毎月）、個別ケ
ース検討会議を25
回（随時）実施して
います。 
今後も関係機関と
の情報共有を継続
していきます。 
 
 
ひとり家庭の自立
を支援するため、
各種支援事業を実
施しています。 
ひとり親相談から
自立支援サービス
等につながった件
数 2件 
 

結婚新生活支援事業
については、1件申請
を受け付けました。
（未交付） 
また、縁結びサポー
ターによる相談会を
実施し、結婚を希望
している方やその親
を支援しています。 
補助金交付件数 0件 
相談会実施回数 3回 
相談者数    11人 
 
 
 
代表者会議を1回（7
月）、実務者会議を10
回（毎月）、個別ケー
ス検討会議を 55回
（随時）実施してい
ます。 
今後も関係機関との
情報共有を継続して
いきます。 
 
 
ひとり親家庭の自立
を支援するため、各
種支援事業を実施し
ています。 
ひとり親相談から自
立支援サービス等に
つながった件数 3件 
 
 

結婚新生活支援事業
については、4件補助
金を交付し、経済的
な理由で結婚に踏み
切れない若者を支援
しました。 
また、縁結びサポー
ターによる相談会を
実施し、結婚を希望
している方やその親
を支援しました。 
補助金交付件数 4件 
相談会実施回数 4回 
相談者数    15人 
 
代表者会議を1回（7
月）、実務者会議を12
回（毎月）、個別ケー
ス検討会議を62回実
施し、要保護対象家
庭の支援を行いまし
た。 
 
 
 
 
ひとり親家庭の自立
を支援するため、各
種支援事業（ハロー
ワーク、社会福祉協
議会と連携して就労
につなげる、自立支
援教育訓練を開始す
る等）を実施して、ひ
とり親相談から自立
支援サービスに 4 件
がつながりました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

地域全体での子育

て環境づくりの推

進 

外遊びを通じて、子どもの健全な

発育を促し、子育て不安の解消に

努めます。また地域で外遊びを実

施することにより、地域住民全体

が子育てに関心を持つことで、安

心して子育てができる環境づくり

を推進します。 

 

みんなでつくる瀬戸内市の

こどもひろば基本計画に基

づき、こどもひろばを開催し

ます。 

開催回数 年間 100回 

うち地域主体 36回 

参加市民の数 4,650人 

うちボランティア 150人 

 

 

 

みんなでつくる瀬

戸内市のこどもひ

ろば基本計画に基

づき、こどもひろば

を開催します。 

開催回数     26

回 

うち地域主体  7

回 

参加市民の数 702

人 

うちボランティア 

29

人 

 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

します。 

開催回数     72回 

うち地域主体 19回 

参加市民の数  

2,015人 

うちボランティア 

64人 

 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しました。 

コロナ禍で目標には

届きませんでした

が、ボランティアな

ど、地域で関わる人

は徐々に増加しまし

た。 

開催回数    104回 

うち地域主体 33回 

参加市民の数  

2,894人 

うちボランティア 

194人 

 

3 

子育て環境の充実 

 

仕事と子育てが両立できる環境を

目指して、保育園・こども園・放課

後児童クラブの施設整備を推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育ニーズの高い邑久小学

校区への民間こども園の誘

致を進めます。また、今年度

開園した今城こども園を増

改築し、トイレの無い放課後

児童クラブに、トイレを増築

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑久小学校区への

民間こども園の誘

致については、公募

により事業予定者

が決定しました。 

今城こども園の改

修工事については、

今年度中の工事着

手に向けて、実施設

計を行っています。 

放課後児童クラブ

のトイレ増築工事

については、設計が

終わり、工事に向け

て準備しています。 

 

 

邑久小学校区への民

間こども園の誘致に

ついては、事業予定

者において工事に向

けて準備を進めてい

ます。 

今城こども園の改修

工事については、実

施設計が完了し、今

年度中の工事着手に

向けて準備を進めて

います。 

放課後児童クラブの

トイレ増築工事につ

いては、工事を進め

ています。 

 

邑久小学校区への民

間こども園の誘致に

ついては、事業予定

者において工事に着

手し、令和 5 年 4 月

の開園に向けて工事

を進めています。 

今城こども園の改修

工事については、工

事に着手し、来年度

中の完了に向けて、

工事を進めていま

す。 

放課後児童クラブの

トイレ増築工事は、

完了しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 放課後児童対策を充実させ、心豊

かに成長していくことができる環

境づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを安心して預けられる保育

園・こども園を管理・運営します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブの支援員

等の資質向上、子供のよりよ

い育成支援のため、研修会や

クラブに出向いての相談対

応を行う。 

年間 3回以上 

 

 

 

 

 

 

教育・保育給付認定のほか、

3・4・5歳児の幼児教育の無償

化にかかる施設等利用給付

認定を安定的に行っていき

ます。 

年度末待機児童 10人以下 

 

放課後児童クラブ

を利用している要

支援児童等につい

て、クラブに出向

き、状況を確認し、

よりよい育成支援

に繋がるよう対応

方法について支援

員等に助言を行い

ました。 

相談対応   3回 

 

教育・保育給付認定

や施設等利用給付

認定を安定的に行

っていきます。 

待機児童   5人 

放課後児童クラブの

支援員等の資質向上

のため、研修会を実

施しました。 

研修会の実施 1回 

相談対応   3回 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

待機児童   8人 

放課後児童クラブの

支援員等の資質向

上、子供のよりよい

育成支援のため、支

援員向けの研修会を

1回、相談対応を3回

実施しました。 

 

 

 

 

 

教育・保育給付認定

や施設等利用給付認

定を行いました。 

 

待機児童  8人 

（0-1歳児） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

心と体の健康づく

りの推進 

安心して出産・育児できるよう関

係機関等の多職種と連携して、切

れ目のない相談支援体制を充実強

化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腸がん検診個別検診、がん総合

検診を実施し、働き盛りの世代が

受診しやすい体制整備に取り組ん

で、検診の機会を増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠期から子育て期におい

て成長発達に応じた適切な

相談支援を行います。 

 

妊娠届時の保健師・助産師の

面談率      90％以上 

 

相談支援件数 

・妊婦の訪問・相談件数 

  訪問 実人数 30人以上 

相談 延人数450人以上 

・乳児家庭全戸訪問 

         90％以上 

・臨床心理士による相談 

   実人数    170人以上 

   延人数   450人以上 

 

・母子手帳アプリを通じて

の子育て情報発信  

10回以上 

 

 

受診機会を広報周知し、個別

検診や休日検診など受診し

やすい体制を提供します。 

 

がん総合検診、休日・夜間

に行う集団がん検診 

    4回実施 

大腸がん検診受診数 

    2,800人以上 

乳がん検診無料クーポン利

用率    30％以上 

 

 

 

 

 

妊娠届出時の面談

率    97.4％ 

 

 

妊婦の訪問・相談 

訪問 実人数 4人 

相談 延人数 206人 

乳児家庭全戸訪問 

 93.2％ 

 

実人数    95人 

延人数   305人 

 

母子手帳アプリを通

じての情報発信 7回 

利用登録者数 243人 

 

 

がん総合検診 

1回実施 

夜間子宮頸・乳がん

検診   2回実施 

休日子宮頸・乳がん

検診 10月 1回実施予

定 

大腸がん検診  

2,242人 

乳がん無料クーポン

券利用者   28人          

15.4％ 

 

 

 

 

 

妊娠届け出時の面談

率     98.7％ 

 

 

妊婦の訪問・相談 

訪問 実人数 8人 

相談 延人数376人 

乳児全戸訪問 93.0％ 

（R3.4～12月生まれ）     

 

実人数   123人 

延人数   463人 

 

母子手帳アプリを通じ

ての情報発信  9回 

利用登録者数 268人 

 

 

がん総合検診 

1 回実施 

夜間子宮頸・乳がん検

診    2 回実施 

休日子宮頸・乳がん検

診    1 回実施 

 

大腸がん検診 

2,413人 

乳がん無料クーポン

券利用者   42人  

23％ 

 

 

 

 

 

妊娠届け出時の面談

率     93.6％ 

 

 

妊婦の訪問・相談 

訪問 実人数 8人 

相談 延人数439人 

乳児全戸訪問 92.6％ 

 

 

実人数   146人 

延人数   562人 

 

母子手帳アプリを通じ

ての情報発信   10回 

利用登録者数 295人 

  

 

がん総合検診 

1回実施 

夜間子宮頸・乳がん

検診   2回実施 

休日子宮頸・乳がん

検診   1回実施 

 

大腸がん検診 

2,413人 

乳がん無料クーポン

券利用者   42人 

23％ 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

 不安や悩みを抱える人が、早期に

相談につながり、自分らしく安心

して生活できるよう、こころの健

康づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

健康増進及び食育について普及啓

発を行い、市民の健康づくりを推

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こころの健康相談 12回 

・新規利用者実人数   10人 

・保健師相談延人数 150人 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍において時短料理

に関する情報提供し、食育活

動を推進します。 

・年6回以上  

 

こころの健康相談 

6回 

新規利用者実人数 

0人 

保健師相談（面接） 

延人数143人 

 

 

 

・7月から月に1回、

母子手帳アプリに

て旬の食材を用い

た時短料理と食材

に含まれる栄養素

に関する情報発信

を行っています。 

アプリ掲載回数：3

回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康相談 

       10回 

新規利用者実人数 

       3人 

保健師相談（面接） 

  延べ人数227人 

 

 

 

・7月から月に1回、

母子手帳アプリにて

旬の食材を用いた時

短料理と食材に含ま

れる栄養素に関する

情報発信を行ってい

ます。 

アプリ掲載回数：7回 

こころの健康相談 

12回 

新規利用者実人数 

3人 

保健師相談（面接） 

延べ人数 259人 

 

 

 

・7月から月に1回、

母子手帳アプリにて

旬の食材を用いた時

短料理と食材に含ま

れる栄養素に関する

情報発信を行いまし

た。 

アプリ掲載回数：9回 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

感染症予防策の普
及啓発による感染
症対策の推進 

新型コロナワクチン接種の実施に
取り組みます。 

新型コロナワクチン接種を 
推進します。 
・65歳以上の高齢者につい
ては、集団接種を基本に２
回接種完了者70％を目指
します。 

 
 
 
・64歳以下の一般市民への
接種体制を整備します。 
また接種期間の令和4年2
月までに接種希望者全員
の2回接種完了を目指しま
す。 
 
 

・65歳以上高齢者 
計画通り5月17日～
集団接種にて実施。 
★接種率（ 10.5現
在） 
・1回目接種：94.0％ 
・2回目接種：93.0％ 

＊対象人口対 

 
・64歳以下 
7月10日～基礎疾患
保有者、教員、保育
士、福祉事業所職
員、等の優先接種期
間を設けた後、対象
を一般市民として
現在実施中。 
・市内医療機関での
個別接種も実施し
たが、国からのワク
チン供給量が不透
明となったため、8
月20日以降は集団
接種のみとした。 
★接種率（ 10.5現
在） 
・1回目接種：69.9％ 
・2回目接種：61.1％ 

＊対象人口対 

・予約希望者が減少

したため、集団接種は

11月7日で終了とし、

以降の接種希望者への

対応は、現在、邑久医

師会と協議中。 

・65歳以上高齢者 
計画通り5月17日～
11月7日まで集団接
種にて実施。 
★接種率（R4.1.31現
在） 
・1回目接種：95.2％ 
・2回目接種：94.6％ 

＊対象人口対 
・64歳以下 
予約希望者が減少し
たため、集団接種は
11月7日で終了し、
11月9日から毎週火
曜日と金曜日に瀬戸
内市民病院で1、2回
目接種を実施中。 
★接種率（R4.1.31
現在） 
・1回目接種：

80.2％ 
・2回目接種： 
      79.3％ 

・65歳以上高齢者 
計画通り5月17日～
11月7日まで集団接
種にて実施。 
★接種率 
・1回目接種：95.3％ 
・2回目接種：94.9％ 

＊対象人口対 

・64歳以下 
集団接種を11月7日
で終了。 
11月9日から毎週火
曜日と金曜日に瀬戸
内市民病院で1、2回
目接種を実施中。 
★接種率 
・1回目接種：

80.3％ 
・2回目接種： 

79.5％ 
＊対象人口対 

・追加接種（3回目） 
集団接種および市内
10医療機関での個別
接種を実施中。 
★接種率 50.9％ 

＊対象人口対 
・5～11歳の小児接 
種を3月12日～実施 
中。 
★接種率  
1回目 11.2％ 
2回目   3.2％ 

＊対象人口対 
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令和３年度 産業建設部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

産業建設部長 

難波 利光 

●使命 

私たち産業建設部は、安全・安心に生活できる住環境の整備を積極的

に進めます。さらに、インフラ施設の充実・長寿命化を図ることで、災

害に強いまちづくりを目指します。 

また、農業や漁業に魅力を感じ、事業を持続的に取り組む事ができる

基盤作りを進め、地域が元気に活力を得ながら発展できるよう、企業誘

致や中小企業振興等にも力を入れ、地域産業の活性化を進めます。 

 

●基本方針 

①国土強靱化地域計画を基に、建設課で行う事業だけでなく、他部署の

ハード事業も分任事業として積極的に受け入れることで、市内の住環

境整備を促進します。 

②各種長寿命化計画に基づき、河川、生活道路、市営住宅等のインフラ

施設を計画的に整備していきます。 

③ＪＲ３駅の駅前等整備事業を積極的に促進します。 

④農地の適正な維持と資源の質的向上が図られるよう、農道や用水路等

農業用施設の持続的な維持管理が行える事業の促進に努めます。 

⑤担い手の育成や耕作放棄地対策等の事業に取り組み、農林水産業の活

性化を後押しします。 

⑥シカ、イノシシ等の有害鳥獣による農作物への被害を抑制するため、

対策事業を積極的に推進します。 

⑦地域産業の担い手である市内の小規模事業者や中小企業者のための

振興対策を積極的に推進します。 

⑧投資による雇用・税収を確保するため、企業誘致を推進します。 

所 管 課 建設課・産業振興課 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

２７人 ７人 ３４人 

一般会計 ２，７３７，２３６ 千円 

特別会計 １４４，９９９ 千円 

計 ２，８８５，２３５ 千円 

（うち人件費） （ １６８，１７６   千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

国土強靭化地域計

画に基づくハード

整備の実施 

大雨、台風等による河川氾濫、高

潮対策等へ備えます。 

 

 

 

 

市道開田線の整備を推進します。 

 

 

 

専門的な知識や経験を活かし、分

任事業を推進します。 

 

 

高潮対策については仮設ポ

ンプを設置し内水排除を行

います。 

 

 

 

市道開田線の地元説明会、

用地買収を進めます。 

 

 

担当課と連携し、工程管理、

予算管理を行い、事業の早

期完成を目指します。 

 

7月に仮設ポンプを

設置しました。 

 

 

 

 

地権者への地元説明

会を実施し、用地測

量を行っています。 

 

担当課と連携を図

り、予定通り進行し

ています。 

10月末に仮設ポンプ

を撤去しました。設

置期間中では台風9

号接近時に使用しま

した。 

 

用地測量が完了し、

地権者と用地買収交

渉を行っています。 

 

担当課と連携を図

り、予定通り進行し

ています。 

10 月末に仮設ポン

プを撤去しました。 

 
 
 
 
用地補償契約が 7 件

中 6 件完了。1 件交

渉中で 4 月以降に契

約見込み。 

分任設計 18件完了。 

分任工事 6 件完了、

2件繰越。 

2 

長寿命化計画に基

づく、生活道路等

の整備 

市道橋梁の5年に1回の法定点検が

2巡目となり、市職員及び専門業者

による橋梁点検を実施し健全度の

診断を行い、予防保全の観点から

早期補修を行うなど、適正な管理

を進めます。 

 

地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備など促進し、安心安全な地域

づくりを推進していきます。また、

まちづくりに必要な道路の整備を

進めます。 

 

市営住宅長寿命化計画を基に、計

画的な修繕や建替事業の検討を進

めます。 

 

市道の橋梁 580 橋のうち、

今年度は 125 橋の法定点検

を実施します。 

生活道路改良工事では舗装

修繕を含め、30 路線を実施

します。 

 

生活道路維持補修等では、

要望書に基づいた迅速な対

応と、要望に対する実施率

70％以上を目指します。 

 

 

 

令和4年度以降に実施する

維持更新事業、建替事業の

工程、財源確保を具体化し

ます。 

 

125橋の橋梁点検を

発注済み。 

 

26路線の工事を発注

済み。 

 

 

要望件数392件に対

し189件対応し実施

率48％。 

 

 

 

 

中期財政計画にて、

新規事業の説明を行

い、工事実施時期の

見直しを実施中。 

 

 

125橋について橋梁

点検済み。 

 

32路線の工事発注を

行い、23路線の工事

完了。 

 

要望件数574件に対

し307件対応し実施

率53％。 

 

 

 

 

令和4年度に基本設

計を実施する予定。

工事完成時期は令和

7年度以降の予定。 

125橋について橋梁

点検済み。 

 
36路線の工事発注を

行い、31路線の工事

完了。5路線繰越。 

 

要望件数729件に対

し400件対応し実施

率55％。 

 

 
 
 
令和 4 年度に基本設

計を実施する予定。

工事完成時期は令和

7年度以降の予定。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

ＪＲ駅前等整備事

業の推進 

市内に３駅あるＪＲ駅前等整備計

画の短期計画の早期実現に向け

て、関係者との調整を図り、安全

な工事を進めます。 

駅利用者等の安全に配慮し

た施工計画にて、大富駅、長

船駅は令和４年度完成、邑

久駅は令和６年度完成を目

指し工事の進捗を図りま

す。 

 

 

 

 

各駅とも早期完成を

目指し、繰越明許費、

補正予算を計上し、

早期工事発注を行い

ます。 

各駅とも安全性を考

慮した施工手順で、

順次工事発注を実施

中。 

大富駅工事 1 件完

了、1件繰越。進捗率

35％ 

邑久駅工事 2 件繰

越。進捗率 30％ 

長船駅工事 4 件完

了、2件繰越。進捗率

40％ 

4 

農業用施設の適切

な維持管理 

農地の維持や農地・水路・農道等

の維持補修や改修整備など促進

し、安心安全な地域づくりを進め

ます。 

 

 

農業用ため池の防災・減災対策と

して、5年に1回ため池点検を実施

し健全性の診断を行い、予防保全

の観点から早期補修・廃止を行う

など、適正な管理を進めます。 

 

 

防災重点農業用ため池のハード対

策は県が主体的となり実施し、市

は地元調整に協力します。ソフト

対策は市が主体的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業用施設維持補修等で

は、要望書に基づいた迅速

な対応と、要望に対する実

施率 70％以上を目指しま

す。 

 

 

農業用ため池633池のうち、

今年度は50池のため池点検

を実施します。 

 

 

 

 

ソフト施策として、ため池

ハザードマップの整備を20

池実施します。 

要望件数 147 件に対

し 85 件対応し実施

率 58％。 

 

 

20池のため池点検を

発注済み。30池は直

営点検を予定。 

 

 

 

 

31池のハザードマッ

プ整備の委託発注済

み。 

要望件数 220 件に対

し 138 件対応し実施

率 63％。 

 

 

20池の委託業務を実

施中。直営点検は16

池が完了。 

 

 

 

 

31池のハザードマッ

プを地元と調整しな

がら作成中。 

要望件数 244 件に対

し 152 件対応し実施

率 62％。 

 

 

委託業務にて20池の

点検が完了。直営点

検は32池が完了。 

 

 

 

 

31 池のハザードマ

ップが完成。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

農林水産業の活性

化 

耕作放棄地の復旧及び耕作放棄地

防止対策を推進します。 

 

 

 

人・農地プランの実質化を行い、

担い手への農地集積を推進しま

す。 

 

 

 

適切な森林経営管理を推進しま

す。 

 

 

 

瀬戸内市耕作放棄地解消等

事業を活用しながら、耕作

放棄地を 4ha解消します。 

 

 

年度内に、市内 3 地区（邑

久、長船、牛窓）において、

人・農地プランの実質化を

図ります。 

 

 

森林環境譲与税を活用し、

市内の人工林について、経

営管理および防災面から現

況調査を行います。     

65ha、112区画 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業(一次公

募)において、1.5ha

を採択。 

 

昨年度実施したアン

ケート結果を基に、

農地の現状を示した

地図を作成。 

 

 

森林現況調査を開

始、1月末までに完

了予定。      

65ha、112区画 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業(一次公

募)において、4.3ha

を解消しました。 

 

アンケート、現状地

図を基に、プランの

検討を実施。3月末ま

でに全地区で実質化

予定。 

 

１月21日に委託業務

完了。市内全域の対

象地区における現況

調査が完了。調査デ

ータから今後の意向

調査の準備を行う予

定。 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業におい

て、4.3haを解消しま

した。 

 

全地区で実質化し、

担い手への農地集積

を推進しました。 

 

 

 

令和 2 年度に 287 区

画、令和 3年度に 112

区画の森林現況調査

を行い、市内全域の

現況調査が完了し

た。 

6 

有害鳥獣被害対策

の推進 

有害鳥獣による農作物への被害を

抑制するため、対策事業を積極的

に推進します。 

 

 

総合的な被害対策（自己防

衛及び・環境管理・捕獲）事

業を推進します 

個別柵     200件 

集落柵      5件 

駆除捕獲頭数  700頭 

 

集落ぐるみで行う被害防止

対策の推進します 

鳥獣被害に強い集落づくり

支援事業      5地区 

広報掲載      2回 

啓発動画作成    1件 

パンフレット作成  1件 

セミナー参加者  150名 

小規模集落セミナー 5地区 

■防護柵設置 

※交付決定件数 

個別柵 85件 

集落柵  5件 

 

■駆除捕獲頭数 

イノシシ 433頭 

 シカ   73頭 

 合計   506頭 

 

 

広報掲載  1回 

 

■防護柵設置 

 ※交付決定件数 

 個別柵 104件 

 集落柵  6件 

 

■駆除捕獲数 

 ※猟期中の錦海駆除含む 

 イノシシ 553頭 

 シカ     160頭 

 合計     713頭 

 

■鳥獣被害に強い集

落づくり支援事業  

支援事業  2地区 

広報掲載  1回 

啓発動画  作成中 

■防護柵設置 

 ※交付確定件数 

 個別柵  98件 

 集落柵  6件 

(個別柵 11件中止) 

■駆除捕獲数 

 ※猟期中の錦海駆除含む 

イノシシ 562頭 

 シカ     173頭 

 合計    735頭 

 

■鳥獣被害に強い集

落づくり支援事業  

支援事業  2地区 

広報掲載  1回 

啓発動画  作成済 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

地域産業の振興対

策の推進 

地域産業の担い手である市内小規

模事業者、中小企業者の振興対策

を推進し、併せて創業者の支援を

推進します。また、市内で新たに

事業所を開設する事業者や再投資

を行う既存事業者を支援し、地域

産業の振興と雇用の増大を図りま

す。 

創業支援事業計画に基づ

き、瀬戸内市商工会、岡山県

産業振興財団、金融機関と

の連携による創業支援件数

149件及び創業件数 18件 

（各連携機関合計数値） 

 

利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援を

行います。 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症

による影響を受ける小規模

企業者等に対して、緊急経

済支援策等の情報提供を行

い事業継続を支援します。 

 

 

 

今年度より実施する再投資

促進補助金と企業立地促進

補助金の周知を幅広く実施

し、事業者の投資を支援し

ます。 

11 月から創業塾を開

催する予定で準備を

進めています。例年を

上回る 21 人から受講

申込がありました。 

 

 

中小企業活性化資金

利子補給について、新

たに 2事業者を認定し

ました。また、上半期

の利子補給を 33 件実

施しました。 

 

事業継続応援補助金

については、88事業者

に交付決定しました。 

7 月に感染防止対策推

進助成金の制度を創

設し、66事業者に交付

決定しました。 

 

市ホームページに概

要を掲載し周知を行

っています。現時点

で、3 事業者から補助

金制度活用の相談を

受けています。 

11 月から 12 月にかけ

て開催した創業塾で

は、18 人が受講修了さ

れました。 

 

 

 

中小企業活性化資金

利子補給の適格認定

を 4事業者に対して行

いました。 

小規模事業者経営改

善資金の利子補給を

23 件実施しました。 

事業継続応援補助金

については、106 事業

者に交付決定しまし

た。 

感染防止対策推進助

成金については、369

事業者に交付決定し

ました。 

 

企業立地促進補助金

について、1 事業者か

ら事業認定の申請が

あり、当該事業を認定

しました。 

実際に創業された 8名

に創業奨励金を交付

しました。 

 

 

 

 

中小企業活性化資金

利子補給の適格認定

件数は、年間 6件でし

た。また、下半期の利

子補給を 27 件実施し

ました。 

 

事業継続応援補助金

を 108事業者に交付し

ました。 

感染防止対策推進助

成金を 369事業者に交

付しました。 

 

 

企業立地促進補助金

の事業認定件数は年

間１件でした。再投資

促進補助金の認定申

請は、ありませんでし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

8 

第 2 宮下産業団地

の推進 

第 2宮下産業団地の整備を着実に

実施するため、企業や地元との調

整を進め、各種手続きを遅滞なく

行う。 

企業のニーズに合った開発

計画を策定し、年内に開発

申請及び農地転用申請を行

います。 

第 2 宮下産業団地へ

の進出を希望する企

業から立地意向表明

書の提出があったこ

とを受けて、立地意

向表明式を行いまし

た。 

測量、地質調査業務

は完了しました。現

在、開発申請に向け

た宅地造成の設計を

進出企業と調整しな

がら進めています。 

11 月に地元自治会

への説明会を開催

し、事業の進捗状況

及び今後のスケジュ

ールについて説明を

行いました。 

12 月に都市計画法

に基づく開発許可申

請、農地法に基づく

農地転用申請をそれ

ぞれの許可権者へ提

出しました。 

3 月末日までに都市

計画法に基づく開発

許可、農地法に基づ

く農地転用許可を得

ました。 
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令和３年度 文化観光部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

文化観光部長 

頓宮 忍 

●使命 

私たち文化観光部は、古くから継承されてきた歴史遺産や伝統文化を

保護、保存、活用し、まちの個性を形づくる伝統文化や文化財を次世代

に継承します。また、歴史、文化に触れる機会や多様な文化活動の機会

を設けることにより、人と文化の交流による豊かな文化の創造を進めま

す。また、自然や景観、歴史遺産、伝統文化などの観光資源を活用し、

情報発信事業を推進することにより、市の魅力を広く内外に発信し、交

流人口の増加を図るとともに、地域の賑わいを創出します。 

 

●基本方針 

①文化財の調査等による保護、保存を推進し、併せて情報発信による文

化財等の活用を進めます。 

②市民の文化活動を支援するとともに、博物館、美術館をはじめ、優れ

た芸術文化に触れる機会を提供します。 

③大型観光キャンペーンに参画することにより、観光客の誘致を促進し、

市の知名度向上を図ります。 

④新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めつつ、観光需要の喚起

を図る施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

所 管 課 文化観光課 

 

人  員 

正職員 
会計年度 

任用職員 
合計 

１４人 １０人 ２４人 

一般会計 
４７７，３５３ 

（うち繰越明許 ３８，４５２） 

千円 

特別会計  

千円 

計 
４７７，３５３ 

（うち繰越明許 ３８，４５２） 

千円 

（うち人件費） 

（１２３，１６２ 

（うち会計年度任用職員２３，８３７ 

（そのうち地域おこし協力隊３，０００   

千円） 

千円） 

千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

文化財の調査等に

よる保護、保存及

び情報発信による

文化財等の活用 

本市における文化財の保存活用に

関する基本的な方針となる文化財

保存活用地域計画策定（令和2年度

～令和4年度）に向けた取組を進め

ます。 

 

 

 

 

 

地域と連携し、地域の文化伝承の

ための拠点とする文化財の整備を

進め、市内外に周知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校の歴史学習と関連のあ

る市内の文化財を学習教材として

活用する取り組みを進めます。 

計画策定のための協議会や

住民ワークショップを開催

し、文化財保存活用地域計

画の策定に向けた素案の作

成を進めます。 

 

目標：地域計画の素案作成 

 

 

 

文化財の保存・活用が図ら

れるよう、地域と連携して

文化伝承の拠点となる文化

財の整備や情報発信を行い

ます。 

 

目標：整備した拠点 2ケ所 

 

 

 

 

 

歴史学習と関連があり、市

内に現存する文化財を紹介

する冊子を作成・配布し、教

育委員会と連携することに

より、それらの文化財を小・

中学生の学びの場としま

す。 

 

目標:冊子の発行 １冊 

目標：冊子を活用した市民

ワークショップに参

加した人数 20人(1

回) 

素案の作成に向け、

本年度第１回の協議

会(書面協議)を6月

に開催し、関連文化

財群の整理や文化財

保存活用の課題に対

する措置の検討な

ど、骨子の作成を進

めています。 

 

伊木家の墓所や関連

文化財、宇喜多家の

城跡を中心とした関

連史跡地など、地域

住民が中心となって

実施する文化財等の

保存・活用事業に対

して補助金交付決定

を行い、活動への指

導助言等の支援を行

っています。 

 

小・中学校の学習と

関連のある文化財を

紹介したパンフレッ

トを作成し、児童・

生徒に配布するとと

もに、図書館や公民

館、市ホームページ

で公開しています。 

10月に第2回の協議

会を開催し、骨子の

検討を行いました。

その後、策定委員と

個別協議を実施し、

さらに１月には文化

庁との協議を経て、

素案の作成を進めて

います。 

 

地域住民が主体とな

って実施する、伊木

家の関連文化財及び

宇喜多家の関連文化

財の保存・活用事業

に対し、指導助言等

の支援を行っていま

す。また、動画やパ

ンフレットの作成、

案内・説明看板の設

置などを進めまし

た。 

冊子で紹介した「牛

窓海遊文化館」での

住民ワークショップ

には、小・中学生4人、

大人7人の参加があ

りました。「砥石城

跡」での住民ワーク

ショップには、小・

中学生3人、大人37人

の参加があり、学び

の場の提供ができま

した。 

3 月に第 3 回の協議

会を開催し、素案の

検討を行いました。

また、協議会でいた

だいた意見を基に、

素案の修正等を行

い、計画策定に向け

た取組を進めまし

た。 

 

地域住民が主体とな

って実施する、伊木

家の関連文化財及び

宇喜多家の関連文化

財の保存・活用事業

が完了し、文化財の

整備や情報発信、認

知度の向上ができま

した。 

 

◇整備した拠点：2 ケ

所 

小中学生が歴史学習

で学ぶ文化財と、市

内で見学できる文化

財を関連付けた冊子

を作成・配布し、冊

子を活用した市民ワ

ークショップを開催

しました。 

 

◇冊子の発行：１冊 

◇ワークショップ 

参加人数: 

51人(2回) 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

市民の文化活動の

支援及び優れた芸

術文化に触れる機

会の提供 

 

 

音楽を軸とした多種多様な文化芸

術分野のコンサート等を開催する

とともに、同様の事業を実施する

市内団体等を支援し、市民等が優

れた文化芸術に触れる機会を創出

します。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

市民等が優れた文化芸術

（音楽等）に触れるコンサ

ート等を開催します。 

また、同様のコンサート等

を企画・計画している文化

振興団体に対して支援しま

す。 

 

目標：優れた文化芸術（音

楽）活動に参加した数 

2,000人 

夢二コンクール参加

者募集を実施し、感

染症拡大により延期

したスクールコンサ

ートの日程を再調整

しています。 

市民が優れた音楽等

に触れる機会の創出

に関する事業を実施

する団体に対して補

助金の交付を決定し

ました。 

夢二コンクール予選

を11月7日、本選を12

月4日に無観客（関係

者のみ入場）で開催

し、予選15名、本選

7名が出場しました。 

市内団体が補助金を

受けて2月27日に実

施を予定していた第

九コンサートは、感

染症拡大防止のため

中止となりました。 

市内 18 校園でスク

ールコンサートを開

催し、「児童生徒が優

れた音楽に触れる機

会」の提供ができま

した。また、市内団

体が補助金を活用

し、市民が参加する

第九コンサートが 3

月 27 日に開催され

ました。 

◇参加者数：350人 
備前長船刀剣博物館において、特

別展やテーマ展を計画・実行し、

刀剣文化の魅力を広めていきま

す。また、山鳥毛里づくりプロジ

ェクトに基づいた取組を行いま

す。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

特別展2回、テーマ展4回を

開催します。 

また、国宝「山鳥毛」の展示

機会を活用し、地域や民間

事業者と連携した取組を行

い、来館者の満足度を高め

ます。 

 

目標： 

入館者数 42,000人／年 

来館者の満足度 67％ 

特別展1回、テーマ展

2回を開催しました。 

特別展では国宝「山

鳥毛」を公開し、地

域住民団体や刀剣乱

舞と連携した取組を

実施しました。 

◇入館者数：7,517人 

開館日数：70日 

※感染症拡大防止の

ため、5/14～6/20、

8/20～9/30臨時休館 

特別展2回、テーマ展

4回を開催しました。 

秋季特別展では吉備

津彦神社の御神宝を

展示し、神社と刀剣

のつながりなどを紹

介しました。 

◇入館者数：15,118

人 開館日数：158日

※感染症拡大防止の

ため、5/14～6/20、

8/20～9/30臨時休館 

年間で特別展 2 回、

テーマ展 4 回を開催

しました。また、国

宝「山鳥毛」をテー

マにしたデジタルコ

ンテンツや商品の開

発を行いました。 

◇入館者数：17,762人 

開館日数：205日 

来館者の満足度94％ 

瀬戸内市立美術館の魅力向上や新

たな来館者層を増やすため、魅力

ある特別展や企画展を開催しま

す。  

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

 

 

 

特別展2回、企画展5回を開

催します。特別展や企画展

では郷土ゆかりの芸術家を

顕彰するなど美術を身近に

感じる取組も行います。 

 

目標 

入館者数 20,000人 

 

特別展1回、企画展3

回を開催しました。 

郷土ゆかりの緑川洋

一氏や隠﨑隆一氏を

顕彰する展覧会の開

催を進めています。

◇入館者数：5,063人 

 開館日数：78日 

感染症拡大防止のた

め、5/14～6/20、8/20

～9/30臨時休館 

特別展2回、企画展4

回を開催しました。 

郷土ゆかりの緑川洋

一氏や隠﨑隆一氏を

顕彰する展覧会を開

催しました。 

◇入館者数：8,111人 

 開館日数：141日 

空調設備他改修工事

のため12/20～3/4休

館 

特別展 2 回、企画展

5 回を開催しまし

た。 

3 月には郷土ゆかり

の芸術家の佐竹徳氏

を顕彰する企画展を

開催しました。 

◇入館者数：8,460

人 

開館日数：164日 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

大型観光キャンペ

ーンへの参画によ

る観光客の誘客と

市の知名度の向上 

大型観光キャンペーンに参画する

ことを通じて、効果的な情報発信

に取り組むことで、新型コロナウ

イルス感染症の感染状況を見極め

つつ、国内観光客の誘客と市の知

名度向上を図ります。 

大型観光キャンペーンに参

画することを通じて、効果

的な情報発信に取り組むこ

とで、市の知名度を高め、国

内からの誘客の促進を図り

ます。 

 

目標入込客数 

60,000人／月 

緊急事態宣言等によ

る移動の自粛要請等

はあったものの、8

月上旬から中旬にか

けて大型観光キャン

ペーン「岡山デステ

ィネーションキャン

ペーン」に参画し、

国宝「山鳥毛」の特

別展示に合わせた、

刀剣乱舞とのコラボ

バスツアーを実施し

ました。 

入込客数 

(R3.9月) 47,168人 

 

「岡山デスティネー

ションキャンペー

ン」期間中に予定し

ていた事業のうち緊

急事態宣言等による

移動の自粛要請等に

より実施できていな

かった「刀剣に触れ

る鑑賞会」を、メデ

ィア関係者等を対象

に 10月に実施しま

した。 

 

入込客数 

(R3.12月) 66,223

人 

令和 4 年度の「岡山

デスティネーション

キャンペーン」に向

けたプロモーション

の一環として 3月 14

日に行われたせとう

ち DMO 主催のセミナ

ーで今年度の実績の

説明をするなど、主

に旅行会社に対する

ツアー造成の働きか

けを実施しました。 

 

入込客数 

（R4.3月）75,048人 

4 

新型コロナウイル

ス感染症の感染状

況を見極めた観光

需要の喚起 

新型コロナウイルス感染症の感染

状況を見極めつつ、市内の観光資

源を生かした多角的な視点を持っ

た旅行商品の開発や磨き上げを行

い、新たな旅行商品の造成に取り

組むことで、観光需要の喚起を図

ります。 

市内の観光資源を生かした

多角的な視点を持った旅行

商品の造成による観光需要

の喚起を図ります。 

 

新たに開発した市内の観光

資源を生かした旅行商品数 

          2商品 

 

主に冬の誘客をテー

マとした観光資源の

掘り起こし及び磨き

上げを行う企画提案

を募りました。 

今後事業者を決定

し、テーマに沿った

旅行商品の開発を行

います。 

 

冬の誘客をテーマと

したプロモーション

やモニターツアーの

イメージ動画の作成

を実施しました。ま

た、モニターツアー

は感染症拡大防止の

観点から延期となり

ました。 

3月 13日に冬をテー

マにしたモニターツ

アーを実施しまし

た。参加者 45人 

 

新たに開発した市内

の観光資源を生かし

た旅行商品数 

      1商品 

既存の品をバージョ

ンアップさせた商品

数     3商品 
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令和３年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 

田淵 光彦 

●使命 

私たち消防本部は、「市民に安心・安全を届ける窓口」の実現を消防施

策として積極的かつ強力に推進し、生まれてきてよかった、住んでよか

ったと思える都市づくりをめざします。 

●基本方針 
①消防団組織の充実・士気の高揚・資機材の整備に努めます。 
②消防施設の充実を図ります。 
③大規模災害等に対応できる消防活動体制の充実を図ります。 
④質の高い救急サービスを提供できるように、人材育成や資機材の整備
に努めます。 

⑤事業所の防火・防災管理体制の充実に努めます。 
⑥自主防災体制の充実に努めます。 
⑦災害現場対応の迅速化、確実化を進めるため、通信連絡体制の整備に
努めます。 

 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 

消防署 

 

人  員 

正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

７９人 人 ７９人 

一般会計      ６８５，８６９ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ６８５，８６９ 
千円 

（うち人件

費） 
（５１５，１０７ 

千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

消防団の対応能力

及び技術の向上 

【総務課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

年々自然災害が頻発し消防団の必

要性が急速に高まっている現状が

あります。その期待に応えるべく

想定される災害に対応した訓練を

実施し、またそこで使用する資機

材の取扱い訓練を重点的に行いま

す。 

 

 

各分団で自然災害時に使用

する資機材の取扱い訓練を

随時実施します。 

 

 

9月に県との総合防災訓練を

実施します。 

 

 

 

７月にコロナ感染対

策を行い、町別で実

施時間帯をずらし夏

季訓練を実施しまし

た。 

9月に予定していま

した総合防災訓練は

緊急事態宣言発令に

伴い中止となりまし

た。 

随時各分団では放水

訓練・資機材取扱訓

練を実施しました。 

 

 

県との総合防災訓練

は中止となりまし

た。 

 

 

コロナ感染対策を行

い年間通して訓練を

実施しました。 

 

 

県との総合防災訓練

は中止となりまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

消防施設等の整備

【総務課】 

 

 

 

 

邑久東分団第5部の機能低下した

消防車両の更新を図ります。 

 

 

庁舎耐震化に伴い長船分駐所の新

築移転を行います。 

 

 

令和3年度末までに整備しま

す。 

 

 

新築移転に伴い庁舎備品整

備・デジタル無線移転・出動

エリア変更を行い、10月中旬

には新長船分駐所の運用を

開始します。 

8月に入札・契約が完

了、12月には中間検

査を行う予定です。 

9月上旬に庁舎備品

整備・デジタル無線

移転・出動エリア変

更の契約が完了しま

した。 

12月14日に中間検査

を終了しました。３

月に納車予定です。 
 
10月上旬に備品納
品・デジタル無線移
転・出動エリア変更
が完了し、10月7日に
開所式を行いまし
た。 

3月 24日に納車 3月

27日に分団に引き渡

し完了しました。 
 
10月 7日より運用開

始しました。 

3 

大規模災害を想定

した他機関との合

同訓練の強化及び

集団災害対応能力

の向上 

【警防課・署】 

 

 

 

 

コロナ感染対策を踏まえた大規模

災害等対応訓練を他機関と連携し

実施します。 

 

 

 

大規模災害等対応訓練を連携し実

施します。 

 

 

 

 

 

集団災害における対応能力の向上

を図ります。 

 

 

他の消防機関との合同訓練 

消防訓練 年3回以上 

救助訓練 年3回以上 

救急訓練 年3回以上 

 

 

消防・警察・海上保安庁との

合同訓練を年1回実施しま

す。 

 

 

 

 

集団災害対応のシミュレー

ション訓練を月1回以上実施

します。 

 

他の消防機関等の訓

練企画・立案はでき

ていましたが、緊急

事態宣言により未実

施となっておりま

す。 

9月実施予定でした

が、上記の理由によ

り未実施となりまし

た。8月には、海上保

安部職員による講習

を開催しました。 

 

署員を中心に、当務

中に実施していま

す。 

コロナ対策に関する

合同訓練はできてい

ませんが、消防・救

助・救急訓練は目標

が達成できました。 

 

コロナまん延に伴

い、合同訓練は、来

年度に延期になりま

した。 

 

 

 

集団災害対応につい

ては、10人以下の傷

病者が発生したとの

想定で実施し、実施

後、フィードバック

により共通認識がで

きつつあります。 

同左 
 
 
 
 
 
     
同左 

 

 

 

 

 

 

集団災害についての

座学を実施した後、

実働訓練を実施し、

署員全体の対応能力

が向上しました。 

 

4 

救急車両購入整備

及び各種教育内容

の共通認識の徹底 

【警防課・署】 

 

 

新高規格救急自動車の整備を行い

ます。 

 

 

 

 

令和3年中に整備を行いま

す。 

 

 

 

 

11月中旬に中間検

査、令和4年1に納車

し運用予定です。 

 

 

 

救急車整備に関して

は、令和3年12月22日

から牛窓分駐所で運

用を開始しました。 

 

 

運用開始後も、スム

ーズに資器材等を活

用し救急活動が実施

できています。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

 

 

 

 

指導救命士による教育訓練を中心

とし、各種研修派遣者における署

内研修会の実施を行ない、最新の

現場対応における共通認識の徹底

を図ります。 

 

 

署内研修   年1回以上 

酸欠・硫化水素技能講習 

ICLS講習   年1回以上 

MCLS講習  年1回以上 

JPTEC講習  年1回以上 

その他（救急シンポジウム

等）    年1回以上 

指導救命士等によ

り、当務中に研修で

学んだ内容を、項目

ごとにフィードバッ

クしています。 

ICLS講習・MCLS講習・

JPTEC講習は中止。署

内で救命士が中心と

なって指導していま

す。 

研修会については、

中止になりました

が、署内の救急事例

等について検討し、

救急活動の共通認識

が図れました。 

 

 

 

5 

事業所に対し、防

火・防災管理につ

いて指導強化を行

います。 

【予防課】 

 

 

 

 

 

対象物の管理者が年2回行う自衛

消防訓練に参加し、防火指導を行

います。 

 

防火対象物、危険物施設において

合同訓練を実施します。 

 

 

 

 

小規模な飲食店等に対し立入検査

を行い、防火指導を行います。 

 

 

自衛消防訓練実施時、消防職

員の派遣依頼があったもの

に訓練参加し、防火指導を行

います。 

前年度中止となった危険物

施設、防火対象物での合同訓

練を実施します。 

 

 

 

防火管理者のいない115件の

小規模飲食店等についても

立入検査を行い、防火指導を

行います。 

 

派遣依頼があったも

のには全て対応しま

した。 

 

緊急事態宣言等によ

り訓練が中止になっ

た事業所がありまし

た。 

 

 

目標達成に向け引き

続き継続します。 

順調に依頼対応して

います。 

 

 

火災予防運動期間 

中、事業所との合同

訓練を実施しテレビ

他のメディアで取り

上げられました。 

 

目標の8割を達成し

ている状況です。 

 

依頼のあった 23 事

業所全て訓練指導を

実施しました。 

 

コロナ禍で訓練が中

止になった場合や、

感染に注意し実施出

来た合同訓練があり

ました。 

 

休業 1件を除き、114

件の立入検査を実施

しました。 

6 

幼年消防クラブ育

成を行うとともに

防火・防災啓発を

行います。 

【予防課】 

コミュニティ助成事業を活用し

て、防火・防災啓発活動に使用す

る鼓笛隊セットを提供し幼年消防

クラブの育成を支援します。 

 

幼年消防クラブによる防火・

防災啓発活動を実施する場

を設けます。 

 

 

 

助成事業により鼓笛

セットを予定どおり

提供しました。 

引き続き事業の広報

活動を実施します。 

 

幼年消防クラブへコ

ミュニティ助成を行

い、広報紙に活動状

況を掲載しました。 

コミュニティ助成 

事業を完結しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

7 

指令情報の充実化 

【通信指令室】 

 

 

 

 

 

 

各課の持つ建物や水利情報等を収

集できるよう連絡体制を強化し、

場所特定の精度を向上させるよう

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

緊急通報時における指令室員の情

報収集技術の向上を図ります。 

 

 

 

全防火水槽の貯水容量を指

令地図に記載します。 

開発協議申請にかかる資料

提供体制を構築し目標物の

把握を行います。 

予防課と連携し、新規防火対

象物等の情報を随時更新し

最新の状態にします。 

 

 

今年度から新設される消防

学校の通信科へ入校させ、

指令室員へ教育内容の伝達

を行い知識共有を行いま

す。 

既存の防火水槽

1,120件については

全件地図記載完了し

ました。 

開発情報、新規防火

対象物については

149件の入力がで

き、情報共有体制が

できました。 

 

9月 15日現在、入校

申請中ですが、予定

者に本部の課題や問

題点をとりまとめ有

効な意見交換ができ

るようにしていま

す。 

開発情報、新規防火

対象物については

160 件の入力がで

き、有効なデータ収

集につながっていま

す。 

 

 

 

 

12月に 2名を教育入

校させました。1 月

中に指令に携わる職

員全員に伝達講習を

実施しました。 

水利、防火対象物を

合計 294 件追加・更

新でき、場所特定の

迅速化に繋げること

ができました。 

 

 

 

 

  

指令室担当員への研

修を行ったことで、

緊急通報受信時の原

則的な流れ、受信者

の思い込み防止に関

する技術を身につけ

ることができまし

た。 
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令和３年度 上下水道部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

上下水道部長 

松本 孝之 

●使命 

私たち上下水道部は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできない

ライフライン事業を担っています。上水道は、安全・安心な活力ある水

道を基本理念に、災害に強い安全・安心で良質な水を安定的に供給しま

す。また、下水道は、快適な生活環境の整備と日々の生活で汚した水を

高度処理し水質保全を図り、豊かな水環境を守ります。 

●基本方針 

①安全で安心な水を供給するため、水質管理・検査体制の充実や浄水施

設の適正管理に努めます。 

②効率的で災害に強い水道システムを構築するため、応急給水体制等の

強化や、施設や管路の適正規模での更新や耐震化、統廃合を進めます。 

③健全で持続可能な事業経営を推進するため、施設や管路の適切な維持

管理や投資の合理化、労働生産性の向上に努めます。 

④効率的な運営管理を見据えた整備計画を進めます。 

⑤下水道事業の効率化、維持管理コスト縮減、供用開始区域内の接続推

進を図り経営の健全化を進めます。 

所 管 課 上水道業務課・上水道施設課・下水道課 

 

人  員 正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

３１人 ６人 ３７人 

水道事業会計 ２，４９１，０００ 
千円 

下水道事業会計 ３，２５１，０３４ 
千円 

計 ５，７４２，０３４ 
千円 

（うち人件費） （２６６，７１４ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

基幹管路の耐震化

及び災害時応急給

水体制の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的に基幹管路の耐震化を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

災害時の応急給水のため、応急給

水設備を整備します。 

市内2箇所にてダクタイル鋳

鉄管、口径150㎜、延長300

ｍ及び水道配水用ポリエチ

レン管、口径150mm、延長

130ｍの布設工事を3月末ま

でに行います。年度末の耐

震化率16.6％を目指しま

す。 

ゆめトピア長船に応急給水

設備を3月末までに整備しま

す。 

2箇所の発注業務は

完了し、工事中で

す。 

 

 

 

 

 

発注業務は完了し、

工事中です。 

2箇所共に工事中で

す。 

 

 

 

 

 

 

10月末に整備工事を

完了しました。 

ダクタイル鋳鉄管口

径 150mm、延長 305  

ｍ及び水道配水用ポ

リエチレン管口径

150mm、延長 174ｍ 

の布設替工事が完了

しました。年度末の

耐震化率は 17.1％

（前年+1.5％）とな

り耐震管が増加しま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

浄水施設の適切な

維持管理及び配水

施設の更新 

福山浄水場及び長船水源地の適切

な維持管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

水質検査計画に沿った検査を実施

します。 

 

 

 

老朽した配水施設を計画的に適正

な規模で更新します。 

水処理設備や水質監視装置

の定期点検や洗浄を適切に

実施します。 

 

 

 

 

 

法定の水質検査並びに臨時

検査を実施します。 

 

 

 

市内4箇所にて老朽した機

械・電気設備の更新及び場内

整備を3月末までに行いま

す。 

膜の薬品洗浄1回目

と紫外線装置の洗

浄は完了しました。

水質監視装置及び

長船発電機の点検

整備は3月末までに

行います。 

 

水質検査計画に沿

って、検査を実施し

ました。 

 

 

場内整備工事1箇所

は完了しました。残

り3箇所の発注業務

は完了し、工事中で

す。 

膜の薬品洗浄2回目、

水質監視装置及び長

船発電機の点検は完

了しました。 

 

 

 

 

法定の水質検査を実

施しています。次年

度の水質検査計画は

作成中です。 

 

機械電気設備工事3

箇所の内、2箇所は

完了し、残り1箇所

は工事中です。 

同左 

 

 

 

 

 

  

 
法定の検査は全て完
了し、水質基準に適
合していました。 
次年度の水質検査計
画は完成しました。 
 
市内 4 箇所全ての更

新・整備工事は、完了

しました。 

3 

適切な維持管理に

よる有収率の向上 

有収率の向上を目指し、老朽管更

新工事の実施と漏水の多い地域の

調査を行います。 

市内4箇所にて老朽した塩化

ビニル管を水道配水用ポリ

エチレン管、口径50㎜～100

㎜、総延長約2,400ｍの布設

替を3月末までに行います。 

 

市内の漏水の多い地域を選

別し、総延長48km、給水戸数

2,400戸の漏水調査を実施

し、漏水箇所の修繕を行いま

す。年度末の有収率81.0％を

目指します。 

3箇所の発注業務は

完了し、工事中で

す。残り1箇所は10

月の発注に向けて

準備中です。 

 

漏水調査の発注業

務は完了し、10月か

ら現地調査を行い

ます。 

2箇所の工事は完了

し、残り2箇所は工

事中です。 

 

 

 

11月末に総延長54 

km、給水戸数1,179

戸の漏水調査を完了

しました。10件の漏

水を発見し、全て修

繕を完了しました。 

市内 4 箇所の水道配

水用ポリエチレン管

口径50～100mm、総延

長約 2,500ｍの布設

替工事が完了しまし

た。 
3 月末までに総延長
57.8km、給水戸数
1,209戸を調査し、漏
水 12 件を発見し全
て修繕を完了しまし
た。年度末の有収率
は、牛窓地区で発生
した漏水が影響し、
78.8％（前年-1.6％）
で低下したため、漏
水調査業務の拡大や
更新工事を進め改善
に努めます。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

下水道への接続推

進による経営の健

全化 

供用開始予定地区へのパンフレッ

ト配布、広報紙やホームページへ

の記事掲載、接続に関するアンケ

ート調査及びダイレクトメール等

により未接続世帯に対し、積極的

に働きかけを行い、接続率向上を

目指します。 

供用開始地区の下水道接続

率 81.6％を目指します。 

ホームページ・広報

紙7月号へ早期接続

のお願いを掲載し

ました。今後、ダイ

レクトメールを送

付し接続を推進し

ていきます。 

供用開始から3年が

経過した未接続の世

帯及び前回の案内か

ら3年が経過した未

接続の世帯のリスト

アップを行い、ダイ

レクトメール発送の

準備中です。 

未接続世帯の見直し

を行ったため、ダイ

レクトメールを発送

できませんでした。 

3 月末の供用開始地

区の下水道接続率は 

（前年 +0.6％）の

80.3％です。ダイレ

クトメールの内容の

見直しを行い接読推

進に努めます。 

 

5 

施設の適正な管

理・運営 

ストックマネジメント計画及び最

適整備構想に基づき、補助事業を

活用しながら計画的に処理場及び

管路の改修工事を実施します。 

経年変化により劣化したマ

ンホール蓋及び汚水管渠に

ついて、70基の蓋更新工事及

び 1,500ｍの管更生工事を実

施します。 

 

 

農業集落排水施設について、

改修工事のための詳細設計

業務を実施します。 

マンホール蓋の更

新は発注準備中で

す。福元地内の管更

生工事は工事中で

す。 

 

 

10 月委託発注に向

け準備中です。 

マンホール蓋の更新

工事は、工事中 1件、

入札準備中 1 件で

す。管更生工事は完

了しており 2,380ｍ

実施済みです。 

 

詳細設計業務委託は

契約済みで、年度内

に完了予定です。 

マンホール蓋の更新

工事は、2件とも工事

中です。管更生工事

は 完 了 し て お り

2,380ｍ実施済みで

す。 

 

詳細設計委託業務は

3 月中旬に完了しま

した。 
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令和３年度 病院事業部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

病院事業部長 

小山 洋一 

●使命 

私たち病院事業部は、「市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指し 

ます。」を理念に掲げ、市民に必要とされる病院の運営と健全な 

経営に努めます。 

●基本方針 

①地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。 

②人を大切にし、患者の尊厳と権利を尊重します。 

③医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに地域包括医療・

ケアを進めます。 

④常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。 

⑤市民に必要とされる医療人を育成します。 

⑥健全な経営基盤を確立します。 
⑦楽しく働き甲斐のある職場をつくります。 

所 管 課 
市民病院・裳掛診療所 

 

人  員 
正職員 

会計年度

任用職員 
合計 

１４７人 ３１人 １７８人 

事業会計 ２，０９３，２５０ 千円 

特別会計 ２８，８１３ 千円 

計 ２，１２２，０６３ 千円 

（うち人件

費） 
（ １，２２２，２５５） 

千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

良質な医療サービ

スの提供と健診部

門の充実 

市民の医療需要に的確に応え、信

頼される病院となるべく、患者さ

まの立場にたった医療、良質かつ

適切で安全な医療サービスを提供

します。 

特定健診、人間ドック等を充実し、

早期治療対応の環境づくりに努め

ます。 

 

 

1日当たり外来患者数 230人 
（前年度実績 180.7人） 

1日当たり入院患者数 103人 
（前年度実績  92.4人） 

入院患者満足度 93％以上 
（前年度実績  90.2％） 

外来患者満足度 72％以上 
（前年度実績  66.7％） 

手術件数 350件 
（前年度実績 268件） 

健診者数 3,500人 
（前年度実績 3,393人） 

救急車受入件数 600件 
（前年度実績 521件） 

外来患者数 180.3人 
（前年同期187.9人） 
入院患者数 87.3人 
（前年同期 92.5人） 
入院患者満足度91.3％ 
（前年同期90.2％） 
外来患者満足度44.5％ 
（前年同期66.7％） 
手術件数 130件 
（前年同期 141件） 
健診者数 1,883人 
（前年同期1,969人） 
救急車受入件数325 
件（前年同期264件） 

外来患者数 184.6人 
（前年同期213人） 
入院患者数 87.5人 
（前年同期 92.4人） 
入院患者満足度91.3％ 
（前年同期90.2％） 
外来患者満足度44.5％ 
（前年同期66.7％） 
手術件数 207件 
（前年同期 222件） 
健診者数 5,476人 
（前年同期3,219人） 
救急車受入件数500 
件（前年同期439件） 

外来患者数 181.9人 
 
入院患者数  87.2人 
 
入院患者満足度 

91.3％ 
外来患者満足度 

44.5％ 
手術件数  245件 
 
健診者数 5,666人 
 
救急車受入件数 
       581件 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

地域包括医療・ケ

アの推進と病床管

理の徹底 

地域の医療機関等との機能連携及

び機能分担を進めるため、患者紹

介・逆紹介の推進、情報交換等を

積極的に進めます。 

また、入退院管理と効率的な病床

管理の徹底、地域医療連携、退院

支援、在宅医療等医療・福祉の相

談支援を積極的に進めます。 

地域包括医療・ケア推進のため、

病診連携、病病連携、福祉・介護関

連の諸機関との連携をさらに強化

します。 

 

 

病床利用率 90.9％ 

（前年度実績 84.0％） 

 

患者紹介率 44％ 

（前年度実績 34.1％） 

 

逆患者紹介率 35％ 

（前年度実績 27.2％） 

 

患者相談支援件数 5,000件 

（前年度実績 6,528件） 

病床稼働率 90.2％ 

（前年度 84.0％） 

 

患者紹介率 29.0％ 

（前年度 33.8％） 

 

逆患者紹介率23.0％ 

（前年度 26.2％） 

 

患者相談支援件数 

 2,318件 

（前年度 2,541

件） 

病床稼働率 90.8％ 

（前年度 83.9％） 

 

患者紹介率 28.9％ 

（前年度 34.7％） 

 

逆患者紹介率24.2％ 

（前年度 27.4％） 

 

患者相談支援件数 

 4,100件 

（前年度 4,056件） 

病床稼働率 90.4％ 

 

 

患者紹介率 29.0％ 

 

 

逆患者紹介率 

23.6％ 

 

患者相談支援件数 

6,851件 

 

3 

経営の健全性・安

定性の向上 

良質な医療サービスを地域住民に

提供し続けるためには、適材適所

の人材確保に努め、健全で安定し

た経営を行うことが必要不可欠で

す。 

そのため、新病院改革プランの目

標達成に向けて経営企画室主導に

よる経営改善を推進するととも

に、市民が求める公立病院に期待

する役割を実践し、健全な経営状

態の確保に努めます。 

 

 

入院患者1人1日当たり収入 

        32,640円 

（前年度実績 32,720円） 

 

新入院患者数1日平均5.0人 

（前年度実績 3.48人） 

 

経常収支比率    100.5％ 

（前年度実績   ％） 

 

入院患者1人1日当た 

り収入    33,430円 

（前年 32,680円） 

 

新入院患者数1日平

均     3.3人 

（前年度3.5人） 

経常収支比率99.1％ 

（前年度93.5％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    33,200円 

（前年 31,820円） 

 

新入院患者数1日平

均     3.2人 

（前年度3.5人） 

経常収支比率 

    105.2％ 

（前年度97.82％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    33,260円 

 

 

新入院患者数1日平

均     3.2人 

 

経常収支比率 

       105.6％ 

今年度の経常収支は

約1億円の黒字でし

た。 

4 

病児・病後児保育

事業の実施 

子育て支援の住民要望に対する保

育対策として育児と就労の両立を

支援します。 

瀬戸内市から委託を受けて総合福

祉センター内の保育室で実施しま

す。 

 

 

延べ利用児童数  

242人以上 

延べ利用児童数 

95人 

延べ利用児童数 

138人 

延べ利用児童数 

      145人 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

5 

病院機能評価の受

審 

病院の更なる改善活動を推進し、

病院体制の一層の充実や医療の質

の向上を図るため、第三者機関に

よる組織全体の運営管理及び提供

する医療について評価を行い、当

院の位置づけや改善すべき課題を

明らかにします。 

令和4年1月 

病院機能評価受審 

 

令和4年3月 

認定 

病院機能評価受審 

     準備中 

病院機能評価受審 

     準備中 

 

※新型コロナウイルス

感染症拡大により受審

日程が令和4年4月に変

更されました。 

新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に

より令和 4 年 1 月の

受審が延期となった

ため、令和 4 年度の

認定を目標としま

す。 

6 

医療職の人事評価

制度の導入 

事務職員を除く医療職員の人事評

価制度が運用できていません。 

働き方改革により労働時間の削減

が求められる中で病院がどのよう

なパフォーマンスを期待し、どう

評価・処遇するかを、メッセージ

として伝え、一人ひとりの生産性

の向上を図ります。 

令和3年度中に導入し、実施

する。 

導入準備中 未実施 導入準備中 未実施 新型コロナウイルス

感染症対策業務の対

応により未達成とな

りました。 

令和 4年度に準備

し、令和 5年度の導

入を目標とします。 
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令和３年度 出納室 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

会計管理者 

八塔 圭介 

●使命 

出納室は、公金の収納・振込・資金運用を適正・的確に行い、市

民から信用される事務処理を遂行します。 

 

●基本方針 

① 正確迅速な会計事務及び業務改善を行います。 

② 安全かつ有効な資金運用を図ります。 

所 管 課 出 納 室 

 

人  員 正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

４人 人 ４人 

一般会計 ２５，３９８ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ２５，３９８ 
千円 

（うち人件

費） 
（２２，４５０ 

千

円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

正確な会計事務及

び業務改善 

正確で適正な事務処理を行うた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めます。 

 

 

効率的な事務処理方法の研究を行

います。 

会計事務の説明会を、職員研

修として実施します。 

 

 

 

「会計事務の手引き」並びに

「Ｑ＆Ａ」の内容の充実を図

ります。 

「会計事務の手引

き」等改訂後、実施予

定です。 

 

 

内容を改訂中です。 

同左 

 

 

 

 

同左 

「会計事務の手引

き」等が改訂できな

かったので、来年度

の実施予定です。 
 
同左 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

安全で有効な資金

運用 

債券等に関する知識を深めるとと

もに、市場調査や情報収集に努め、

安全かつ有効な資金運用に努めま

す。 

 

公営企業から運用受託した資金

を、会計管理者保管の基金と一括

運用することにより、資金の効率

性の実現を図ります。 

市場状況に基づいた安全で

有効な資金運用を行います。 

 

 

 

公営企業資金運用基金条例

を制定し一体的な運用を行

います。 

資金運用益 

   12,760,551円 

 

 

 

8/30市公金運用会議

で、条例（素案）を協

議しました。 

資金運用益 

   16,770,218円 

 

 

 

条例（案）を作成し、

2月議会に提出しま

す。 

資金運用益 

   22,012,902円 

 

 

 

2 月議会において条

例が可決され、令和4

年 4 月 1 日に施行し

ます。 
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令和３年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

尾副 幸文 

●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、令和 3年 4月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の重点施策を柱と

し、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、令和 3年度瀬戸内市の教育に

基づいた諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

瀬戸内市教育大綱 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
重点２ 
「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
 
以上、４つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待に応えるよう教育行政を推進していきます。 
 
 
（重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」の事業は、令和２年
度から市長部局の文化観光部へ） 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 

正職員 
会計年度任用 

職員（臨時的

任用職員含） 

合計 

６６人 １７３人 
（うち臨時的任
用職員１名） 

２３９人 

一般会計 ３，３９６，９９０ 千円 

特別会計  千円 

計 ３，３９６，９９０ 千円 

（うち人件費） （８０１，０５７ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

の整備と学習環境

の改善を図りま

す。 

 

 

学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

 

行幸小学校校舎大規模改造

第Ⅱ期工事を年度内に完了

するように工事を進めます。 

 

9月末現在、外壁の改

修を中心に進めてお

り、進捗率は24％で、

概ね計画どおりに進

んでいます。 

3月中旬の完成に向

けて、内装の仕上げ

工事や、家具・器具

類の取付工事を順次

行っています。 

3 月にⅡ期工事が完

成しました。 

国府小学校校舎大規模改造

第Ⅰ期工事を年度内に着手

させ、令和４年度末の竣工に

向けて工事を進めます。 

 

仮設校舎の設置を8

月末までに終えまし

た。 

またⅠ期工事の発注

を終え、現在、工事の

着手に向けて準備を

しているところで

す。 

10月下旬からⅠ期工

事に着手しました。 

1月末の進捗率は

31％で概ね計画どお

りに進んでいます。 

3 月末の進捗率は約

54％で概ね計画どお

りに進んでいます。

現在、外壁の改修や

建具の取付け等を中

心に計画的に工事を

進めています。 

学校トイレ環境整備 

幼稚園・小・中学校の園児・児童・

生徒が使用するトイレについて、

未改修の園校に、様式化などの整

備を施し、衛生面での質の向上を

図り、園・学校環境の改善を図り

ます。 

 

設計： 

国府幼Ⅰ期、行幸幼Ⅰ期、牛

窓北小Ⅰ期、邑久小Ⅱ期、裳

掛小Ⅰ期、美和小Ⅰ期 

工事： 

邑久幼Ⅰ期、牛窓西小Ⅰ期、

邑久小Ⅰ期、今城小Ⅰ期 

上記の計画を順次進めて行

きます。 

 

 

 

 

 

 

現在、実施設計業務

の発注準備を進めて

います。 

 

工事については、牛

窓西小、邑久小、今城

小、牛窓中のⅠ期工

事を7月末から着手

し、概ね完成しまし

た。 

 

11月上旬から実施設

計を開始し、設計作

業を行っています。 

 

工事については、牛

窓西小、邑久小、今

城小、牛窓中のⅠ期

工事を10月上旬に完

成しました。 

 
計画どおり実施設計

を 3 月末に終えまし

た。 

 

邑久幼Ⅰ期工事の完

成は令和 4 年度に変

更しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

児童生徒に安全で

安心な給食を提供

し、食育を推進し

ます。 

学校給食調理場統合整備 

老朽化が進んでいる牛窓学校給食

調理場を廃止し、邑久学校給食調

理場に統合します。 

 

 

 

 

 

 

 

食育の推進 

給食時指導等により食育を推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度に邑久学校給食

調理場の増改築工事の基本

設計・実施設計を完了し、令

和５年度に増改築工事を実

施するとともに、調理食数増

加の対応を行うため、調理機

器の更新を行います。 

 

 

 

 

給食時指導や給食だより等

により、食に関する正しい知

識と望ましい食習慣を身に

つけてもらい、食にかかわる

人々への感謝の気持ちを育

むよう指導します。 

９月末に基本設計が

終了しました。新た

に地質調査の実施が

必要となったため、

実施設計の終了が令

和４年５月末となり

ました。調理機器の

更新についてはリス

ト作成が終了しまし

た。 

 

栄養教諭が学校から

の要望を受け、給食

時指導や授業に赴

き、食育指導を行っ

ています。 

１月末で地質調査が

完了しました。 

実施設計については

邑久調理場の現地調

査が完了しました。 

 

 

 

 

 

 

栄養教諭の給食時指

導や授業、毎月の給

食だよりの発行を行

っています。１月の

給食週間中は、「本に

出てくる料理」を題

材にした給食を提供

しました。 

実施設計は、令和 4

年 5 月末の完了に向

け継続中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養教諭の給食時指

導や授業及び毎月の

給食だよりの発行を

行い食育等を進めま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

2 

就学前から義務教

育まで、一人ひと

りの子どもの状況

を把握して、必要

とされる資質や能

力を育みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児児童生徒の自立支援 

個々の子どもの課題や状況を把握

し、関係各課、各機関と連携しなが

ら早期からの継続した指導・支援

を行います。 

 

 

 

 

学力向上のための事業の充実 

教職員研修の充実によって、子ど

もたちに必要な力を育みます。 

 

 

 

 

地域学校協働活動の推進 

各小・中学校に設置している協働

本部で取り組んでいる地域学校協

働活動を継続して推進するととも

に、実施体制の強化を図ります。 

 

 

 

家庭教育の推進 

子育てや成長など、子どもに関わ

る様々な悩みや課題を和らげるた

めの事業を関係部署と連携して実

施します。 

小中学校における不登校の

出現数を前年度より10％減

らし、社会的な自立に向けた

状態改善をめざします。 

特別支援教育を推進する研

修、 授業公開等を５回以上

実施します。 

 

 

自己肯定感をもち、学びを自

分で計画する児童生徒を８

割以上にします。 

 

 

 

 

活動のキーパーソンとなる

地域学校協働活動推進員及

び学校教職員のスキルアッ

プを図るため、資料の提供

及び情報を共有します。 

 

 

 

子育て支援センター・幼稚園

や市内ファシリテーターな

どと連携して、親育ち応援学

習プログラム（親プロ）学習

会や養成講座を実施します。 

 

不登校者数は９月末

現在の前年度比で小

学校は微増、中学校は

微減です。 

特別支援教育に関す

る研修会を３回実施

しました。 

 

 

自己肯定感をもつ児

童生徒は約８割です。

計画的な家庭学習は

小学生の約８割、中学

生の約７割が実施し

ています。 

 

研修会の案内及び、研

修資料、活動事例等の

情報提供を随時行い、

各地域学校協働本部

の実施体制の強化を

図っています。 

 

 

子育てに関する情報

提供（非認知能力ﾚﾝｽﾞ

等）を行い、親育ち応

援学習プログラムは、

参集型にこだわらな

い形の学習内容を提

示し実施体制を整え

ています。 

不登校者数は１月末

現在の前年度比で小

学校は増加、中学校

は減少しています。 

特別支援教育や幼小

連携についての研修

を４回実施しまし

た。 

 

計画的な家庭学習は、

小学生の約７割、中学

生の約６割が実施し、

予習については、学年

が上がると減少傾向

が見られます。 

 

随時、研修の案内、研

修資料・活動事例等の

情報提供を行いまし

た。年度末には各協働

本部の活動をまとめ、

資料として提供する

予定です。 

 

園が、コロナ禍の影響

により行事を自粛し

たため、親育ち応援学

習プログラムの計画

はすべて次年度に持

ち越しました。非認知

能力等に関する子育

て情報提供を年度末

までに予定していま

す。 

不登校者数は小学校

で10％超の増加、中

学校で10％の減少で

自立支援室の取組成

果が見られました。 

4回の研修では、オン

ライン実施もありさ

らなる連携強化につ

ながりました。 

自己肯定感について

小学6年から中学3年

の約8割が肯定的な回

答をし、令和2年度よ

りも増加していま

す。 

 

コロナ禍のため計画

していた研修会等は

実施できず、資料提

供を行いました。 

 

 

 

 

コロナ禍のため計画

していた養成講座等

は実施できず情報提

供を行いました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

3 

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

がそれぞれ機能を

高めるとともに連

携を図り、事業を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が主体となる文化芸術を通じ

て、瀬戸内市の良さを発信する。

また、市民のシビックプライドを

醸成することを目的とし、中央公

民館を拠点とした学習の成果発表

や、市民の企画事業などによって、

瀬戸内市の文化芸術の発展につな

げていきます。 

 

 

 

中央公民館、牛窓町公民館、長船

町公民館が地域の特色を活かした

持続可能な学習の拠点となり、身

近な地域資源を市内外に情報発信

し、多様な学習機会の提供を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

図書館との連携事業では、公民館

や図書館に来館された市民が気軽 

に参加することができる事業を実

施します。 

 

郷土資料などの地域の文化資源を

図書館及び中央公民館で展示しま

す。 

 

 

 

 

公民館と文化があふれるま

ちづくり委員会が中心とな

り、コロナ禍での対策を徹底

した上で、市民が企画した事

業などを実施します。 

また、委員会主催イベントを

年10回以上開催します。 

事業の参加人数3,000人を目

指します。 

 

 

菊づくり講座や海岸生物の

現状調査の主催講座など公

民館主催事業を実施します。

参加人数15,000人を目指し

ます。 

また、次世代の担い手となる

世代を対象とした体験型の

文化芸術事業を年2回実施

し、参加延べ人数200人を目

指します。 

 

 

図書館との連携を目的に、オ

リーブの庭を活用したイベ

ントやせとうちまーる号を

利用した事業を年 2 回以上

実施します。 

来館者が身近な郷土に関心

をもつことを目的とし、虫明

焼などの地元にゆかりのあ

る文化資源などの展示を年

4回以上実施します。 

 

 

コロナ禍の影響で休

館となり、事業への

影響はあるが、実施

に向けて内容を精査

し、日程調整してい

ます。文化の種まき

応援事業については

採択事業が決定され

実施に向けて進めて

います。 

 

公民館主催講座につ

いては、コロナ禍の

影響により延べ2か

月間の休館を余儀な

くされた為、開催さ

れませんでした。現

在、菊花展について

は、10月17日の開幕

に向けて準備を進め

ています。その他の

講座や図書館との連

携事業についても、

中止や変更、又は新

規事業を取り入れた

計画の見直しを行っ

ている状況です。 

 

展示の状況は、4月～

虫明焼親子展、7月～

大原・東原二人展、8

月～神戸日本画展、

10月～大原桂南展を

実施済及び実施中で

す。 

子どもや保護者を主
対象とした芸術文化
体験型イベント「親
子de文化祭」を開催
し、延べ1,025人が来
場しました。邑久高
校美術部や寒風陶芸
会館、ラデック氏、奥
田雄山氏などと楽し
く真剣に体験する姿
が見られました。 
 
邑久町大賀島地区の

歴史を学びアサギマ

ダラの蝶を観察する

ウォーキングや、オ

リーブ収穫体験講

座、菊づくり講座な

ど地域の特色を活か

し主催講座を開講し

ました。 

 

 

 

オリーブの庭で親子

de文化祭のキッズダ

ンスとドローンの体

験コーナーを設営し

ました。 

中央公民館では石井

十次展や奥田雄山

展、牛窓町公民館で

は牛窓の歴史を写真

で振り返る企画展

「牛窓物語」を開催

しました。 

文化があふれるまち

づくり事業において

委員会主催のイベン

トはコロナ禍の影響

で、年 5 回の開催に

とどまりました。 

また、事業全体の参

加人数は、3,541人と

なりました。 

 

 

菊づくり講座などの 

公民館主催事業は、

コロナ禍により事業

数が減少しました

が、延べ 19,033人の

参加がありました。 

また、体験型の文化

芸術事業は年 4 回の

開催ができました

が、参加延べ人数は

159人でした。 

 

オリーブの庭を利用

した共催事業や、せ

とうちまーる号を活

用した事業など年 3

回実施しました。 

地元にゆかりのある

文化資源の展示は虫

明焼親子展のほか18

回の展示の実施でき

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

美術館等との連携事業では、研修

室で日本画教室を実施するととも

に企画展の対話型鑑賞会も実施し

ます。 

 

 

 

 

 

地域の身近な課題を解決するため

の事業や地域の振興につながる事

業を関係部署と連携して実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

地域の情報拠点整備 

まちづくりに役立つ地域の情報拠

点として十分に機能するため、「瀬

戸内市立図書館サービス計画」に

沿って、多くの市民が利用できる

図書館サービスの充実を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩絵の具で描く貴重な体験

を目的とし、美術館等と連携

した日本画教室の参加人数

30人を目指します。 

 

 

 

 

 

災害時に危険が予想されて

いる地域において、防災・減

災について体験型の学習機

会を確保し、地域住民の参加

人数 30人を目指します。 

 

 

 

 

 

全館の登録率 54％、実利用

率を 18.5%、貸出冊数を約

334,000冊（住民 1人当たり

貸出冊数を 9冊）とします。 

 

 

 

日本画教室について

は、休館のため11月

14日に日程を変更

し、開催の準備を進

めています。 

 

 

 

 

防災の体験型学習に

ついては、令和4年2

月に向けて関係者等

と内容及び日程につ

いて調整中です。 

 

 

 

 

 

全 館 の 登 録 率 は

54.2%、貸出冊数は

121,811冊（住民1人

当たり貸出冊数3.3

冊）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本画体験講座では

瀬戸内市立美術館と

連携し、描画後に企

画展「隠﨑隆一の陶

芸」を見学しました。 

 

 

 

 

正副委員長会で危機

管理課を交えて協議

した結果、高齢者が

多く集まるため、今

年度の防災体験型学

習は中止となりまし

た。 

 

 

 

全館の登録率は

54.9%、貸出冊数は

238,347冊（住民1人

当たり貸出冊数6.4

冊）となっていま

す。 

 

 

 

 

美術館等と連携した

日本画講座は、2回実

施しましたが、コロ

ナ禍の影響で参加人

数は 26人でした。 

 

 

 

 

防災・減災について

の体験型の学習はコ

ロナ禍の影響で中止

になりましたが、岡

山県立記録資料館か

ら牛窓地内の災害状

況写真の収集が出来

ました。 

 

 

全 館 の 登 録 率 は

55.4%、新型コロナ感

染症対策の臨時休館

が影響し、実利用率

は16.2%、貸出冊数は

295,631冊（住民 1人

当たり貸出冊数 8.0

冊）となりました。                                                     
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

4 

市民の健康づくり

や体力づくりのた

め、市民が生涯に

わたってスポーツ

に親しむことがで

きるよう、活動の

場所と機会の提供

を行います。 

スポーツ推進計画の見直し 

平成29年度に策定したスポーツ推

進計画の前期5か年が終了するた

め、前期の事業評価を実施し、諸

情勢や市の状況の変化等に対応し

た見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

邑久スポーツ公園改修工事 

令和2年度の改修実施設計に基づ

き、冒険の森が自然の中で外遊び

を楽しめる公園となるよう改修工

事（第Ⅰ期）を進めるとともに、

市民の定期的、継続的なスポーツ

活動を行う場の整備の1つとし

て、野球場周辺の整備を行いま

す。また、市内社会体育施設の照

明器具を環境負荷が少なく長寿命

のLEDに交換します。 

スポーツ施策の達成状況等

の評価を行うため、12月を目

途に住民アンケートの実施・

集計を行います。また、スポ

ーツ推進審議会において計

画案の検討を行い、3月末の

完成を目指します。 

 

 

 

 

 

基盤整備等の第Ⅰ期工事及

びトイレ・ミーティングルー

ムの改修工事を完了させ、並

行して第Ⅱ期工事に向けた

準備を進めます。 

照明器具のLED化について

は、12月末までの完了を目指

します。 

「瀬戸内市民のスポ

ーツ活動等に関する

調査」を実施。市内

2,000件及び市内小

中学校児童生徒アン

ケートを8月中に終

了しました。 

回収率（有効回答） 

一 般：38.1％ 

中学生：85.8％ 

小学生：72.8％ 

 

基盤整備等の第Ⅰ期

工事の入札を行い、

事業者を決定し契約

を締結しました。ま

た、照明器具LED化

のための公募型プロ

ポーザルを行い、最

も効果をもたらすと

思われる候補者を決

定しました。 

 

11月29日にスポーツ

推進審議会への諮問

を行いました。また、

答申を踏まえ素案の

修正を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

冒険の森の構造物撤

去、敷地造成及び給

水・電気設備設置等

の第Ⅰ期土木工事を

進めています。また、

冒険の森トイレ、野

球場トイレ及びミー

ティングルームの工

事入札に向けた準備

を行いました。 

照明器具のLED化に

ついては、12月に取

替え作業が完了しま

した。 

 

3 月に計画の見直し

が完了し、関係者へ

周知を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冒険の森の基礎部の

地質調査を行ったと

ころ、軟弱な地盤が

確認されたため、改

修工事を令和 4 年度

まで工期を延長しま

した。また、冒険の森

トイレ、野球場トイ

レ及びミーティング

ルームは、工事発注

のための入札を行い

ました。 

照明器具の LED 化は

完了し運用していま

す。 
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令和３年度 議会事務局 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

議会事務局長 

三浦 光男 

●使命 

 議会事務局は、議会運営・議会活動・政策立案機能の支援や議会と  

執行機関との調整、議会と市民との媒介といった役割を担うとともに、

議会の情報を様々な媒体を活用して、市民に対して迅速で正確、そして

わかりやすく伝えていくことが私たちの使命です。 

●基本方針 

①議事機関である議会の運営に関し、議員に質の高い職務環境を提供

することによって、市民に良質な行政サービスの提供がなされるよ

う議員の議会活動を支援します。 

②ホームページや議会だより、議会ネット配信システム等により、議

会活動情報等を積極的に公開し、「市民が身近に感じることのでき

る議会」「開かれた議会」を推進します。 

③円滑で秩序ある議会運営のために、事務局機能の充実・強化を図

り、議会からの要請など的確に対応できる体制づくりに努めます。 

所 管 課 議会事務局 

 

人  員 正職員 
会計年度

任用職員 
合計 

４人 １人 ５人 

一般会計 １８７，３３９ 千円 

特別会計 ０ 千円 

計 １８７，３３９ 千円 

（うち人件費） （３９，４７４ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況 

１ 

円滑で効率的な議

会運営や政策立案

等の様々な議会活

動の支援 

 

調査機能や法務機能の充実

を図り、議会運営、議会活動

を支援します。 

また、円滑で効率的な議会運

営に向けて ICT 化を進めま

す。 

適切な情報提供を適時に行

えるよう、調査情報、政策、

法務部門を充実強化します。 

また、11 月議会での運用開

始を目指しタブレット端末

の導入を進めます。 

議会定例会（6月、9月）

各常任委員会及び特別

委員会等が開催され、

随時必要な情報を提供

することで円滑な運営

を支援することができ

ました。 

また、ICT化に向けて、

タブレット端末導入業

者を決定しました。 

議会定例会（6月、9月、

11月）各常任委員会及

び特別委員会等が開

催され、随時必要な情

報を提供することで

円滑な運営を支援す

ることができました。 

また、ICT化に向けて、

タブレット端末を11

月議会から導入しま

した。 

議会定例会（6月、9月、

11月、2月）各常任委員会

及び特別委員会等が開催

され、随時必要な情報を

提供することで円滑な運

営を支援することができ

ました。 

また、ICT化に向けて、11

月議会から導入したタブ

レット端末の本格的な活

用を開始しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の進捗状況 

2 

議会活動の紹介 議会だより発行や議会報告

会開催の支援を行うととも

に、議会ホームページを適時

更新します。 

議会だより（年 4回、市内全

世帯配布）発行の編集補助を

するとともに議会報告会の

開催の支援を行います。 

また、議会ホームページを適

時更新します。 

議会だよりは、66号を

5月1日に、67号を9月

１日に発行し、現在11

月1日発行となる68号

の編集作業をしてい

ます。 

また、議会ホームペー

ジを適時更新してい

ます。 

 

議会だよりは、66号

を5月1日に、67号を9

月1日に、68号を11月

1日に発行し、69号を

2月 1日に発行しま

す。 

また、議会ホームペ

ージを適時更新して

います。 

 

議会だよりは、66号から

69号を発行し、現在5月

1日発行となる70号の編

集作業を行っています。 

また、議会ホームページ

を適時更新しました。 

議会報告会については、

新型コロナウイルスの

影響で開催できません

でした。 

3 

市民にわかりやす

く開かれた議会へ

の取り組みの支援 

議会ネット配信システム（ラ

イブ中継及び録画配信）への

アクセスにかかる呼びかけ

をホームページ等で積極的

に行います。また、新型コロ

ナウイルスの感染状況を見

ながら議会傍聴の周知を図

り、市民にとって身近な議会

を目指します。 

スムーズなインターネット

配信（ライブ中継及び録画配

信）を行うとともに、マスメ

ディアを通じて議会情報を

発信し、議会傍聴者、インタ

ーネット閲覧者など議会と

市民をつなぐ場への参加者

の増加を目指します。 

定例会及び議場で行

う委員会のインター

ネット中継について

は概ね順調に配信す

ることができていま

す。 

 

定例会及び議場で行

う委員会のインター

ネット中継について

は概ね順調に配信す

ることができていま

す。 

 

定例会及び議場で行う

委員会のインターネッ

ト中継については概ね

順調に配信することが

できました。 

議会インターネット配

信の年間アクセス数

は、ライブ中継          

5,995件、録画1,322件

でした。 

4 

事務局職員の育

成･体制強化 

社会情勢の変革など様々な

状況に対応できる事務局を

めざし、各種職員研修会や先

進地視察研修をとおして、事

務局職員の能力向上を図り

ます。 

市、研修センター、市町村ア

カデミーなどが開催する各

種研修会等にオンラインに

よる方法も含めて積極的に

参加して、事務局職員のスキ

ルアップを図ります。 

今年度も新型コロナ

ウイルス感染症拡大

防止のため研修会が

中止なり、参加できて

いませんが、オンライ

ン研修の受講などに

よるスキルアップに

努めています。 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め出席型の研修会に

は参加できていませ

んが、オンライン研

修の受講やインター

ネットの活用などに

よるスキルアップに

努めています。 

新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため出

席型の研修会には参加

できていませんが、オン

ライン研修の受講やイ

ンターネットの活用な

どによるスキルアップ

に努めました。 

 

 


